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瀬戸内海と私

それまで特別に意識することがなかった瀬
戸内海が急に身近な存在になりました．1998
年1月，環境庁水質保全局瀬戸内海環境保全
室長（当時）を命ぜられた時のことです．瀬
戸内海は，1934年にわが国で最初に指定され
た8つの国立公園のひとつであること，瀬戸
内海環境保全特別措置法（以下「瀬戸内法」）
において，自然海浜保全地区の指定などが規
定され，海面や海浜の自然景観の保全とそれ
と関連する動植物の生息・生育環境の保全が
目指されていることなどから，自然環境保全
行政と関連が深いということで，1981年以降
レンジャー（環境省の中で国立公園の管理に
当たる職種を私たちは仲間内でこう呼んでい
ます）が代々このポストに就いており，私が
10代目でした．
それ以前の国立公園での仕事の経験から，
まず現地を見て，それを政策につなげていく
ということが大切だと考えていましたので，
室長就任直後から折を見て，それまで数回し
か訪れたことがなかった瀬戸内海のいろいろ
な地域を積極的に訪れるようにしました．
瀬戸内海については，源平の合戦など歴史
の舞台となったところとか，多島海景観が美
しいところといった程度のイメージしか持っ
ていませんでした．ところが，各地を回って
みると，古来から海と密接に関わりながら
人々が生活を営んでおり，古典文学や和歌に
登場する名所が各地に点在し，世界文化遺産
に登録された「厳島神社」などがあり，生活・
生産の場，海上交通の要路として重要な海域

であることを実感しました．また，一口に多
島海といっても，東部と中央部と西部で状況
がかなり違い，エーゲ海に例えられるような
波静かな明るい海だけではなく，島嶼環境，
海域環境も多様であるなど，瀬戸内海の奥深
さに惹かれていきました．
私が室長に就任する少し前，瀬戸内海環境

保全審議会に対し，「瀬戸内海における新た
な環境保全・創造施策のあり方について」の
諮問が行われていました．諮問に際し，この
ままでは瀬戸内海の環境は取り戻せない，新
たな環境保全施策の流れがある，瀬戸内海は
閉鎖性海域のフロントランナーとしての役割
を担っているということなどを，背景として
審議会に説明していました．
瀬戸内法制定以降，瀬戸内海の環境は着実

に改善されてきましたが，自然環境に関して
いえば，藻場や干潟の消失は依然として続い
ており，藻場の約4割，干潟の約7割の消失
の原因が埋立や浚渫等でした．また，瀬戸内
海の景観の特徴の一つである白砂青松の砂浜
や自然海岸も開発等に伴い少しずつ減少を続
けていました．埋立についても，瀬戸内法に
基づく埋立の基本方針で，厳に抑制すべきで
あるとされており，埋立免許面積の伸びは大
きく減少しましたが，それでも年平均400ha
が埋め立てられ，人々が海とふれあう機会の
減少が指摘されていました．一方で，親水性
や動植物の生息・生育環境づくりの観点から
緩傾斜護岸や人工ラグーンの整備などが行わ
れる事例も出てきていました．
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環境庁瀬戸内海環境保全室長当時を思い出して

NPO法人日本国際湿地保全連合
会長 名 執 芳 博



審議会は30名を超える委員で構成されてい
たことから，小回りが利くように10数名から
なる企画部会を設置し，約1年半の間に計7
回の審議を重ねました．この間，現地の意見
を聞くため，瀬戸内海沿岸3か所で現地小委
員会を開催し，地方自治体，漁業関係者，地
域住民，ＮＧＯ，学識経験者などから意見聴
取しました．さらに一般からの意見募集を2
回行うというように，当時としては，かなり
丁寧に審議を進めたと思います．
答申においては，基本的な考え方として，
保全型施策の充実，失われた良好な自然を回
復させる施策の展開，幅広い連携と参加の推
進の3点が挙げられています．‶取り戻す"，
‶創造"という言葉についてはいくつかの関係
省庁の反対があり，一方で‶創造"という言葉
についてはＮＧＯなどから強い懸念が表明さ
れたこともあり，新たな環境の創造が開発の
免罪符になってはならない，あくまで失われ
た自然を回復するのだということを丁寧に説
明した記憶があります．
連携については，第一に瀬戸内海地域にお
ける沿岸府県市町村の「横の連携」と瀬戸内
海に注ぐ河川流域府県市町村の「縦の連携」
の強化，第二に国，地方自治体，事業者，住
民，研究者などの「各主体間の連携」の強化，
第三に「世代を越えた連携」の強化の必要性
が挙げられています．
この連携の強化に関しては，瀬戸内海沿岸
にはすでにその素地があったと思います．例
えば，多様な主体の連携という点では，3回
の現地小委員会において，いずれの地域でも，
素晴らしい意見を言って下さる漁業関係者，
地域住民，ＮＧＯの方々が容易に見つかりま
した．また，瀬戸内関係府県，政令市，中核
市で構成される「瀬戸内海環境保全知事・市
長会議」やこれに漁協などを加えた「瀬戸内
海環境保全協会」といった横の連携組織もあ
りました．さらに，理系・文系の分野を越え
て研究者がざっくばらんに意見交換ができる
場として「瀬戸内海研究会議」があり，研究
と施策をつないでいました．

後に国連大学に出向した際，持続可能な開
発のための教育（ＥＳＤ）を担当し，ＥＳＤ
に関する地域の拠点（ＲＣＥ）づくりを世界
的に進めましたが，ＲＣＥ構想のヒントと
なったのがパイオニア的な存在であるＲＣＥ
岡山です．そこでは公民館を中心に地域を良
くしようとする人々が集い，市役所の支援が
あり，地域のＮＧＯや大学，企業等が関わる
というように，瀬戸内室長の時に感じたのと
同様に，各主体間の連携があることがＥＳＤ
を推進するのに有効だという確信を持つこと
ができ，ＲＣＥ構想に結びつきました．
瀬戸内室長当時もう一つ思い出すのは，海

砂採取問題です．室長になった時，瀬戸内室
関係の案件では国会で質問されることはまず
ないと引き継ぎを受けたのですが，広島県が
海砂採取を禁止したのに端を発し，国会で質
問が出るようになりました．瀬戸内海では高
度経済成長期から海砂の大量採取を継続して
おり，海砂への依存度は全国では2割強程度
なのに対し，瀬戸内海では9割近い状況で，
法的権限はないものの採取禁止に向けて環境
庁（当時）がリーダーシップを取るようにと
いった趣旨の質問だったと思います．
このように瀬戸内海が非常に身近になり，

思い出すこともたくさんあるのですが，国連
環境計画アジア太平洋地域事務所（在：バン
コク）へ派遣されることになり，わずか1年
3ヶ月で室長から異動はしたものの，その後
瀬戸内海には親しみをもってしばしば訪れる
ようになりました．「二十四の瞳」の舞台を
見ようと小豆島に行ったり，しまなみ海道を
妻と二人自転車で渡ったり（悪天候のため完
走できませんでした），ミヤジマトンボとい
う希少な昆虫の生息地としてラムサール条約
に登録された宮島の湿地を海から見ようと船
を雇って宮島を一周したりという具合です．
明るくて，多様で，いろいろな可能性のあ

る瀬戸内海が，今後も閉鎖性水域のフロント
ランナーであることを期待しています．
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特 集 変化する瀬戸内海－水質の保全及び管理の観点から－

１. はじめに
昭和48年に瀬戸内海環境保全臨時措置法が
制定され，昭和 53 年に瀬戸内海環境保全特
別措置法として恒久法となった．この法律が
平成27年10月2日に一部改正され，水質が良
好な状態で保全されるとともに，生物の多様
性及び生産性が確保されるなど，瀬戸内海の
有する価値や機能が最大限に発揮された「豊
かな海」を目指すことが明確に示されたとこ
ろである．一方で，瀬戸内海は湾灘で区分さ
れているように地形的に多様性が高く，沿岸
域と沖合域での環境も大きく異なる．加え
て，海域資源の利用形態としての漁業や人々
と海の関わりについての地域性もあり，海域
の特性に応じた水質・沿岸域管理が求められ
ているところである．ここでは水質・沿岸域
管理の基礎となる海域に関して，その特性を
どう捉え，海域区分をどう考えていくのかに
ついて考えてみたい．

２. 海域特性
海域特性としては大きく二つの視点を持つ
必要がある．すなわち，人との関わりにおけ
る特性と自然環境の特性である．前者は，漁
業や人々と海の関わりなどの利用の側面と汚
濁物質や栄養塩類の人為負荷などであり，比
較的理解しやすく，汚濁物質や栄養塩類の陸

域負荷については水質総量削減制度に基づき
負荷量が公表されている．一方で，後者の自
然環境の特性についてはどうであろうか．一
般には瀬戸内海は地形的に分類され，その特
徴が整理されている．しかし，この区分はあ
くまで地形的な特性に基づく分類である．水
質管理を考える場合には水質的な自然環境特
性を把握する必要があり，地形的な湾灘より
むしろ水質的な特性に基づく分類を重視する
必要がある．水質という視点では，植物プラ
ンクトンの動態に影響を及ぼす自然環境に着
目する必要がある．植物プランクトンは，基
礎生産を通じて食物連鎖の底辺を支える生物
であり，海域の生物生産にとって重要な役割
を担う．一方で過度の増殖は，1970年代に頻
発した赤潮の発生や透明度の低下，動物プラ
ンクトンや貝類等に利用されずに底質に移行
すると底質の悪化やそれに伴う貧酸素水塊の
発生を促すなどマイナスの影響も大きい．

２.１ 人との関わりにおける海域特性
海域の環境基準は対象水域における水利用

の形態に基づいて設定されている．窒素・リ
ンに関わる環境基準では閉鎖性海域の水利用
として，自然環境保全，水浴，生物生息環境
保全，水産：1，2，3級，工業用水の5項
目が設定されている．瀬戸内海は一部を除い
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瀬戸内海の水質管理について
－地域の特性に応じた、きめ細やかな水質管理－

●略歴 1962年
1992年
1992年
1998年
2000年
2006年

山口県生まれ（にしじま わたる）
東京農工大学博士後期過程工学研究科物質生物工学専攻中退
広島大学工学部助手
テキサス大学オースチン校（米国）客員研究員
広島大学大学院工学研究科助教授 広島大学環境安全センター助教授，教授を経て
広島大学環境安全センター長

広島大学環境安全センター長・教授

西 嶋 渉



変化する瀬戸内海－水質の保全及び管理の観点から－

て利用目的に自然環境保全を含んでいないⅡ
類型となっているが，実態としては瀬戸内海
において自然環境保全の目的に含まれる観光
は重要な産業であり，特に近年島嶼部を含め
た観光開発が盛んに行われている．自然環境
保全においては，透明度を指標に環境基準値
が設定されており1），水浴等の利用目的にお
いても重要な指標である透明度は海域特性の
重要な指標の一つである．
次に漁業についてみてみるが，水質・沿岸
域管理の視点では漁業は海面漁業と養殖漁業
に分けて考える必要がある．海面漁業は稚魚
放流などを行うということはあるが，基本的
にはその海域において自然に存在している魚
介類を漁獲する．一方で，養殖漁業はその海
域を利用して集約的に特定の魚介類を養殖す
るという特徴がある．海面漁業の対象とする
魚種や漁法に地域特性はあるが，広域に移動
する魚種も多く，その管理は湾灘等の区分よ
り一般には広く考える必要がある．
海面漁業では，水産資源の適切な管理が重
要となるが，水質・沿岸域管理という視点で
は，魚介類の生産を支える低次生態系の動態
に着目する必要がある．すなわち，当該海域
における基礎生産等の低次生産と窒素・リン
の水質総量削減が富栄養化のマイナス面の改
善だけでなく，高次生態系につながる低次生
態系の生産を小さくしていないかは把握すべ
き重要な点である．また，過度に増殖した植
物プランクトンによる生産も基礎生産に含ま
れるが，動物プランクトンに利用されずに沈
降して底質を悪化させてきた側面もあり，基
礎生産の増減だけでなく，動物プランクトン
の動態にも注目し，高次生態系への転送とい
う視点を持つ必要がある．食物連鎖において
低次生態系の次に位置する生物はプランクト
ン食魚となるが瀬戸内海ではカタクチイワシ
とイカナゴが代表種である．両種は繁殖形態
が全く異なる．イカナゴは砂底に粘着卵を生
み，産卵以外でも砂への依存度が極めて高い

魚種である．一方のカタクチイワシは浮性卵
であり，瀬戸内海だけでなく，太平洋で孵化
した個体群が瀬戸内海に入ってくる．これら
のプランクトン食魚はさらに高次の魚食魚の
生産につながる重要な魚種であり，餌となる
動物プランクトン等とともにその動態に影響
を及ぼしている主要な因子を特定し，管理し
ていく必要がある．
養殖漁業は，給餌を行う魚類養殖と給餌を

行わない二枚貝・海藻類の養殖に分けて考え
る必要がある．魚類養殖では，給餌に伴う餌
の食べ残しや排泄物の多くは底質に移行す
る．底質に沈降する量が少なければベントス
や細菌に利用され，生態系に組み込まれるが，
環境収容力と呼ばれるこのような自然の浄化
作用を越えて負荷された餌や排泄物は底質を
悪化させる．したがって，魚類養殖を行って
いる海域では，有機汚濁物質や栄養塩類につ
いて陸域負荷だけでなく養殖負荷をあわせた
総合的な負荷管理を行う必要がある．
一方，ノリ等海藻養殖やカキ等二枚貝養殖

は，それぞれ海域に存在する栄養塩類，植物
プラントンに依存して養殖が行われるため，
海域の栄養塩・植物プランクトン環境の影響
を直接受ける．富栄養化した海域では，過剰
に存在する栄養塩類やその栄養塩類を利用し
て増殖する植物プランクトンをノリやカキが
吸収するため，過度な植物プランクトンの増
殖を抑制しながら養殖できるという利点を有
する．一方で，魚類養殖のように給餌で生産
量を調整できるわけではなく，その生産は基
本的に海域の栄養塩・植物プランクトン環境
に依存することから富栄養化の改善と養殖生
産は相反する側面があることは否めない．

２.２ 自然環境の海域特性
透明度に代表される水中光環境は藻場の生

育下限水深や植物プランクトンの光合成有効
層を決定する重要な環境因子であるととも
に，透明度は海のきれいさを直接表す自然環
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境保全上も重要な指標となっている．富栄養
化が進んだ海域では，植物プランクトンの増
殖によって光減衰が起こり，透明度が低くな
ることが知られている．一方，沿岸域では，
植物プランクトン以外の因子，すなわち河川
からの流入や底泥の巻き上がりによって生ず
る懸濁粒子による光減衰も著しく，富栄養化
を抑制しても改善できる透明度には限界があ
る．すなわち，人為的な富栄養化の影響を排
除したそれぞれの海域の自然環境に依存した
地域固有の透明度が存在する2）．
ここでは，植物プランクトンをゼロにした
時の透明度を地域固有透明度と定義し，その
分布をみてみる．一例として周防灘における
地域固有透明度の分布を図－1に示す．周防
灘における地域固有透明度は水深との相関が
高く，河川からの懸濁物質の流入や底泥の巻
き上がりといった地域の自然環境が地域固有
透明度を決定する主因子であることがわか
る．また，現在の透明度と地域固有透明度と
の差異は小さい．

植物プランクトンの増殖自体も陸域栄養塩
負荷が極めて大きい状況下ではその影響は顕
著であるが，栄養塩にのみ影響を受けるわけ
ではない．また，人為負荷を除いても陸域か
らは森林等から自然環境に依存した栄養塩の
流入があり，接続海域からの流入もある．人
為負荷を除いた陸域からの栄養塩供給の指標
としては河川および地下水の流入量の間接指
標となる塩分がある．また，瀬戸内海におい
ては接続海域である太平洋から紀伊水道，豊
後水道を経由して栄養塩が流入しており，全

栄養塩の流入に対する割合は大阪湾の全窒素
で3割，全リンで4割と小さい海域から全流
入負荷の8割以上となる周防灘などの西部海
域があり，海域ごとにその割合は大きく異な
る3）．栄養塩以外にも光合成有効層厚の指標
となる透明度，その海域の固有値という意味
では地域固有透明度がその海域の指標とな
る．また，夏季を中心とした密度躍層の形成
も植物プランクトンの増殖に影響を及ぼす重
要な指標であり，光合成有効層の水温にも影
響を及ぼす海域特性である．
以上のように，水質という面でも生物生産

という面でも重要な植物プランクトンの動態
に影響を及ぼす自然環境特性をみていくと湾
灘という区分より，沿岸域と沖合域という区
分，沿岸域でも閉鎖性の強さや河川流入など
を指標とした管理区分を設けて水質・沿岸域
管理を行っていく必要性が認識される．

３. おわりに
瀬戸内海の水質・沿岸域管理の基礎となる

海域に関して，海域特性をどう捉え，海域区
分をどう考えていくのかについて整理した．
本文が「豊かな瀬戸内海」を目指す水質・沿
岸管理を考え，実施していくうえでの一助と
なればと願う．
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１. はじめに
瀬戸内海では，近年海域の溶存態無機窒素

（DIN）の減少に伴うノリの色落ちが頻発す
るとともに，漁船漁業の漁獲量の減少にもつ
ながっている可能性が指摘されている1，2）．
このような状況を受け，2015年に瀬戸内海環
境保全特別措置法が改正され，その附則にお
いて，海域の栄養塩濃度の減少原因の解明と
海域の栄養塩類と漁業生産量との関係解明を
行い，栄養塩の管理の在り方を検討すること
となった．さらに，瀬戸内海の環境保全に係
る基本計画の方針も変更され，水質の保全だ
けでなく水質の管理と水産資源の持続的な利
用の確保に配慮した計画の策定が求められる
こととなった．
今回，上記の課題解決のための知見として，
河川（陸域）からの栄養塩供給とノリ養殖の
関係について示すとともに，陸域からの負荷
量と海域の栄養塩濃度，栄養塩濃度と漁獲量
の関係について紹介する．

２. 河川から供給された栄養塩の河口域，海
域での変化
図－1に示した旭川，吉井川の堰堤の上流
部から備讃瀬戸海域にかけての測点（旭川水
系：A1～4，吉井川水系：Y1,2，備讃瀬戸
海域：B1～4）における2008～2010年度の

全窒素（TN）濃度，塩分の平均値を図－2に
示した．旭川水系の堰堤上流部のA1のTN
濃度は，62.4 μMであったが，海域の測点で
はTN濃度は低くB1では19.4μMとなった．
吉井川水系の堰堤の上流部のY1では64.6μ
Mとなり，海域の測点と比較してTN濃度は
高かった．塩分は，海に近い測点ほど高い値
を示し，B3では30.2となった．

両水系ともに，塩分とTN濃度は負の相関
を示し，塩分の上昇に伴ってTN濃度は低下
した．海域と比較して河川水中の栄養塩濃度
は高く，河川由来の栄養塩は海水によって希
釈されながら，海域に流入する．
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３. 海域の栄養塩濃度とノリの色調の関係
2007年度の冬季のノリ漁期に図－1で示し
たノリ漁場近傍の8測点（測点1～8）にお
いて，5日に一回程度，現場海水と吉井川の
河川水を採取し,塩分とDIN濃度を調べた．
また，海水の採取場所においてノリの葉体を
採取し，色調（a*値）の調査を行った．なお，
a*値は赤みを示す指標であり，この値が高い
ほど良好なノリとされ，DIN濃度が2～3μ
Mを下回ると色落ちや採算割れが生じ
る3, 4）．

採取した試水の塩分とDIN濃度の関係を見
たところ，両者の間には有意な負の相関がみ
られ，河川水の影響を受ける場所のDIN濃度
は高かった（図－3）．ノリのa*値は測点1
～8の順にそれぞれ6.8，6.9，6.2，6.3，4.0，3.
9，2.8，1.5となった．それぞれの測点におけ
るDIN濃度，塩分とa*値の期間中平均値の関
係を見たところ，塩分が低く，河川からの
DIN供給量が多い場所ほどノリの色調は良好
であった（図－4）．

また，同海域で別に実施した窒素安定同位
体比を用いた解析では測点1,2付近のノリ
葉体中の河川水起源の窒素の割合は90%以上
となっており，色調が良好なノリほど河川水
由来の窒素の割合が高かった5）．これらのこ
とから，河川から供給されるDINは当該海域
のノリ養殖にとって必要不可欠であることが
分かった．

４. 陸域からの負荷量の変化と海域のDIN濃
度の関係
1989年から2014年までの岡山県における陸

域からのTN負荷量と浅海定線調査による海
域のDIN濃度の年平均値の推移を図－5に示
した．TN負荷量は，5年ごとの公表値を用
い，データのない年は適宜数値を補完した．
TN負荷量は，1990年代には70t/日前後で推
移していたが，徐々に減少し，2014年には
37t/日となり，約半分となった．海域のDIN
濃度は1990年代当初は，6μM前後であった
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が，年ごとの増減を示しながらも徐々に減少
し，2010～2014年の5ヶ年平均では2.7μMと
なった．両者の関係を見てみると，有意な正
の相関がみられ，陸域からの負荷量の変化に
伴って海域のDIN濃度が減少している事が示
唆された（図－6）．

５. 海域のDIN濃度とクロロフィルa濃度，漁
業生産量の関係
海域の生態系は，海水中の栄養塩（窒素，

リン，ケイ素）を植物プランクトンが取り込
み，続いて動物プランクトンが摂餌し，魚や
エビといった高位の生物がそれらを捕食する
ピラミッドで形成されている．そのため，生
態系全体の生物の現存量は土台となる栄養塩
量の影響を強く受ける．そこで次は，統計
データを基に，海域のDIN濃度と漁業生産の
関係について紹介する．
1985年から2013年までの岡山県海域におけ

る漁業生産量，クロロフィルa濃度，DIN濃度
の年平均値の推移を図－7に示した．1980年
代後半の漁業生産量は，10,000t/年前後で
あったが，徐々に減少し，2009～2013年の5ヶ
年平均では，5,300t/年となった．クロロフィ
ルa濃度は，1980年代後半には4μg/L前後で
推移していたが，2009～2013年の5ヶ年平均
では2.7μg/Lとなり，漁業生産量と同様に経
年的な減少が見られた．海域のDIN濃度と漁
業生産量，クロロフィルa濃度と漁業生産量
の間には有意な相関がみられ（図－8），DIN
濃度が高い年には漁業生産量が多く，植物プ
ランクトンが多い年には漁業生産量も多くな
る傾向が見られた．
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次に，1995年～2014年の岡山県内でカキを
生産している漁協ごとのクロロフィルa濃度
と筏あたりの生産額，剥き身単価の関係を図
－9に示した．なお，クロロフィルa濃度は，
月に2回程度漁協ごとにカキ漁場周辺で定期
的に取得したデータを用いた．クロロフィル
a濃度は，3.5～6.2μg/Lとなり，漁協ごとの
海域環境に明確な違いがみられた．クロロ
フィルa濃度と筏あたりの生産額，剥き身単
価はともに有意な正の相関がみられ，カキの
餌となる植物プランクトンの量が多い漁協の
カキの単価は高く，品質も良好になると考え
られた．また，クロロフィルa濃度が3μg/L
以下であれば，カキ養殖は行えない可能性が
考えられた．

６. まとめ
本報告では，河川からの栄養塩供給によっ
て海域の豊かな漁業生産が維持されているこ
とを示した．続いて，統計データを基に，陸

域からの栄養塩供給量の減少によって海域の
DIN濃度が減少し，その結果として海域の漁
業生産量が減少している可能性を示した．現
在，瀬戸内海環境保全特別措置法の附則部分
の対応に向けて様々な作業が進められている
が，5年という短い期間でその回答を得るこ
とは非常に難しいと思われる．こういった状
況では，国だけではなく，瀬戸内海に係るす
べての関係者が研究を進め，豊かな海の実現
につながる努力を行う必要がある．
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１．はじめに
公共用水域の水質保全等の目的を達成する
重要な手段として,下水道の整備が進められ
てきた．その結果,平成27年度末現在,下水道
処理人口普及率は77.8％に達するとともに,浄
化槽など他の汚水処理施設も含めた汚水処理
人口普及率は89.9％に達している．また,窒
素,リンの環境基準への追加を主な契機とし
て高度処理が進められ，全国的な高度処理実
施率は45.6％となったが,赤潮，青潮等が依然
として発生し，栄養塩類の一層の削減が求め
られている水域がある．
一方で,生物の多様性の保全や持続的な水
産活動を可能とする豊かな海のためには,栄
養塩類は水生生物の生息・生育にとって欠か
せないものである．平成27年10月には，「瀬
戸内海環境保全特別措置法の一部を改正する
法律」が施行され,国は栄養塩類の適切な管理
に関する調査及び研究等に努めるともに,法
施行後5年を目途として,瀬戸内海における栄
養塩類の管理の在り方を検討すること等が規
定されるなど,地域の実情に応じた能動的水
環境管理の重要性が高まっている．
国土交通省では,新しい時代の水環境マネ
ジメントのあり方等を検討し，平成25年3月
「水環境マネジメント検討会」報告書として
公表した．ここでは,年間140億㎥もの水が下
水道を経由していることから,下水道が放流

先の水量・水質をコントロールできる状況も
生じてきていること,また,放流先水域の状
況・生態系等に応じて,下水道システムの再構
築を図るなど,能動的に栄養塩類等の水質や
水量を管理し,地域生活・環境・産業に貢献す
ることの必要性が示唆されている．
さらに,平成26年7月には「新下水道ビジョ

ン」を策定し,国内外の社会経済情勢の変化等
を踏まえ,下水道の使命,長期ビジョン及びそ
れを実現するための中期計画を公表した．
その中の一つとして,「健全な水環境の創

造」の実現を掲げ,下水道が能動的に水量・水
質を管理し,地域に望まれる水環境を創造す
ること等を提案している（図－1）．

これらを踏まえ，国土交通省では,流域別下
水道整備総合計画指針と解説（以下，流総指
針）の改訂,下水放流水に含まれる栄養塩類の
能動的管理のための運転方法に係る手順書
（案）の策定等を行い, 能動的な水環境管理の
推進を図っている．
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国土交通省水管理・国土保全局
下水道部流域管理官付 計画係長
江 口 義 樹

能動的な水環境管理の推進に向けた取り組み

●略歴 2001年
2016年

川崎市役所（えぐち よしき）
国土交通省水管理・国土保全局下水道部流域管理官付計画係長

図－1 健全な水環境の創造（イメージ）
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２．流総指針の改訂
放流先の水域の状況に応じた能動的な水質
管理等の実現を目指し,平成27年1月に流総
指針を改訂するとともに,平成27年7月の下
水道法施行規則の一部改正において,流域別
下水道整備総合計画書（以下，流総計画）の
様式の変更を行った．
流総指針の改訂では,「目標の多様化」,「中

期整備事項の設定」等の視点を取り入れ,能動
的かつ機動的な流総計画への転換を図った．
これまでの流総計画は,水質環境基準を達成
及び維持することを目標とした長期計画とし
ていたが,改訂した流総計画では,これまでの
目標に加えて，水質環境基準以外の水環境の
目標や，栄養塩類循環のバランス，省エネル
ギー等に関する目標等,地域の実情や特性を
勘案し，必要な目標を定めることができるこ
ととしている（図－2）．
例えば，栄養塩類循環のバランスを取るた
め水質環境基準以外の目標を定めた場合に
は，季節別の処理水質を定めることができる．
なお，水質環境基準の達成・維持が担保でき
ること，地先の周辺水質等への大きな影響が
想定されないこと等を確認することとしてい
る．

さらに,これまでの流総計画では,計画を変
更する必要が生じた場合のほか，整備計画年
度（概ね20～30年）の中間年次に,将来フレー
ムの予測を踏まえた流総計画の変更を行うこ
ととしていたが,改訂した流総計画では,「機

動的」にアダプティブマネジメントを実施す
るため,中期整備事項（概ね10年で優先的に整
備すべき事項）を定め，概ね10年毎に更新を
行うこととし，流総計画全体の変更の必要が
ない場合は，中期整備事項以外は既計画の内
容を踏襲することとした（図－3）．

今後，国土交通省では,流域全体で様々な関
係主体が連携して,積極的によりきめ細かい
水環境管理に取り組んでいくために,水質環
境基準の達成・維持等の「水質の軸」に加え,
資源・エネルギー利用,省エネルギーの推進な
ど「エネルギーの軸」や,中期整備事項による
アダプティブマネジメントの推進などの「時
間の軸」,広域化を踏まえた下水処理場の統廃
合等の最適計画の促進など「空間の軸」を考
慮した「四次元流総」の策定を促進していき
たいと考えている．

３．下水処理水に含まれる栄養塩類の能動的
管理

下水処理水放流先の養殖業等に配慮し，冬
季に下水処理水中の窒素濃度を上げることで
不足する窒素を供給するなど，地域のニーズ
に応じ季節毎に水質を能動的に管理する季節
別運転管理を推進するため，平成27年9月に
「下水放流水に含まれる栄養塩類の能動的管
理のための運転方法に係る手順書（案）」を策
定し公表した．
季節別運転管理を行うこととなったきっか

けは,ノリの養殖場を有する有明海における
平成12年度のノリの大不作であった．これを
契機に,地先にノリの養殖場を有する大牟田
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図－2 能動的な目標設定の例

図－3 機動的なアダプティブマネージメント
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市と国土交通省は,季節別運転管理について
調査・研究を始め,平成16年12月より大牟田市
の南部浄化センター及び北部浄化センターに
おいて季節別運転管理を開始した．また，瀬
戸内海でも,栄養塩類の減少によるノリの色
落ちが新聞で報じられるなど,いくつかの沿
岸域で冬季の栄養塩の減少が問題視されるよ
うになり，有明海や瀬戸内海に位置する下水
処理場を中心に,栄養塩類の放流濃度を増加
させる運転が実施されている．平成25年度末
で，栄養塩類の放流濃度を増加させる季節別
運転管理を行っている下水処理場は全国で12
箇所ある（図－4，図－5）．

季節別運転管理の導入の手順の例を図－6
に示す．まず,目的とする効果発現対象の生
育等にとって不足している栄養塩類を確認す
る．次に,規制基準,上位計画,放流先の状況,現
在の下水処理場の状況等を確認する．さら
に，季節別運転管理の細則を検討し，試行，
本運用へと進めていく．なお,季節別運転管
理導入の検討においては,会議や検討会等を
開催し,放流先の利害関係者や関係機関と調
整，連携を図り,季節別運転管理の試行から本
運用へと順に進めていくことが望ましい．
また,季節別運転管理による効果について

は,未だ明らかになっていないことが多く,運
転や放流水の水量・水質,放流先の環境変化,
対象生物種やそれらを取り巻く環境について
モニタリングを行い，効果等の傾向分析，運
転管理方策の検討に資する情報の蓄積を図る
ことが望まれる．

季節別運転管理を実施している兵庫県加古
川下流浄化センターでは,ステップ流入式多
段硝化脱窒法による運転をしており,冬季は
流入水の段数を単段に減らし,脱窒槽を好気
槽に変更することで,硝酸性窒素の分解量を
減少させ,処理水に含まれる窒素分の増加を
図っている．なお，運転管理の現場において
は,日々の運転のなかで配慮・工夫を繰り返し
ながら，対応に努めているところである．

４．おわりに
瀬戸内海をはじめ地域の実情に応じた能動

的な水環境管理の重要性が高まっている．こ
のような期待に応えていくためには,水域に
おけるニーズの適切な把握に努めることなど
が必要である．
国土交通省では,平成27年度に兵庫県で,平

成28年度には佐賀県で「能動的管理ナレッジ
共有会議」を開催し,季節別運転管理の背景や
実施状況，課題,運転管理に係るノウハウ等の
共有を図っており，今後の流総計画の策定や
見直しとともに，引き続き，能動的な水環境
管理の推進に向けた取り組みを進めて行きた
いと考えている．
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図－4 下水処理場における季節別管理運転
のイメージ

図－5 季節別運転管理を実施している下水処理場
（試行含む：平成25年度末）

図－6 導入時の検討手順の一例
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１．はじめに
明石市は，兵庫県の真ん中の瀬戸内海側に
位置しており，日本標準時子午線上に設置さ
れている天文科学館がある「時のまち」とし
て知られ，さらには，明石鯛，明石だこ，明
石のりなどの海産物で有名な「魚のまち」と
して知られています．国内で消費されるのり
の約20枚に1枚が明石市産となっています．
人口は約29万人，市域は49.42㎞2，東西15.

6㎞，南北9.4㎞，最大標高94.6mで，東西に細
長い平坦な地形となっています．

当市の下水道事業の歴史は，明治44年に築
造認可を受け，大正元年に着手して以来，今
日まで整備を進め，平成28年3月末の人口普
及率99.5％に達しています．

東西に細長い平坦な地形であることによ
り，市内には4つの下水処理場が建設されま
した．二見浄化センターは，昭和56年に供用
開始した当市では最も大きな下水処理場で，
放流先は播磨灘です．なお，二見浄化セン
ターの概要は下記のとおりです．

２．背景
さて，季別運転に取り組む事となった背景

ですが，経済成長に伴い富栄養化が進み赤潮
などが問題となった瀬戸内海も，下水道の普
及や総量規制等により，近年は有機汚濁負荷，
栄養塩類の減少が見られ，当市でも平成7年
ごろから栄養塩の不足がもたらすと言われる
ノリの色落ちが常態化していました．
ノリ養殖業は，市内の漁業生産額の約7割

を占める基幹産業でもあることから，ノリの
色落ちに対し様々な対策を行ってきました．
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明石市下水道部下水道施設課
施設管理担当課長

村 上 修 治

下水放流水に含まれる栄養塩類の能動的
管理のための運転方法の事例について

●略歴 1958年
1981年

2015年

兵庫県生まれ（むらかみ しゅうじ）
同志社大学卒業／明石市役所入庁
環境部環境検査室、公害対策課、環境保全課、環境政策課、下水道部下水道施設課、
水道部浄水課、などを経て
現職

図－1 明石の位置

計画処理区域面積 1691.4ha
計画処理人口 101,300 人
排除方式 分流式(一部合流式)
処理方式 標準活性汚泥法
滅菌方式 塩素滅菌法

計画日最大処理水量 50,500㎥／日
日平均処理水量(H26) 32,627㎥／日

表－1 二見浄化センターの概要
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３．栄養塩管理運転の導入の経緯

４．運転管理目標の設定
試行運転では，栄養塩類の中で，流入水質
や処理方法から，対象につきましては窒素の
みとしました．なお，窒素については，計画
放流水質が設定されていなかったため，上位
計画である播磨灘流域別下水道整備総合計画
で定める窒素に関する計画処理水質と整合を
図りました．
その結果，運転管理目標値は，ノリ養殖期
で日平均値25mg／L，ノリ養殖期以外が
15mg／L，年間平均値で20㎎／Lに設定しま
した．

５．下水処理場のしくみ

下水処理場は，自然界の生物的浄化作用を，
人工的に作り出した大規模な工場です．
下水処理場内の反応タンクと呼ばれる施設

に，汚れを分解する細菌類や微生物たちを大
量に生息し，微生物たちが活動しやすくなる
ように，餌である汚れの量や呼吸に使われる
酸素の量などを管理し，毎日大量に発生する
汚れを数時間で効率よく浄化しています．

６．具体的な運転方法
具体的な運転方法は，反応タンクの切り替

えイメージを示します．

上の図－3がノリ養殖期以外で，下の図－
4がノリ養殖期で，嫌気，好気とある四角形
一つが反応タンクの小区画に相当します．こ
こでいう，嫌気とは，「生物が消費するのに必
要な酸素（空気）を送り込まないこと」で，
好気とは，「生物が消費するのに必要な酸素
（空気）を送り込むこと」です．
ノリ養殖期は，嫌気状態の槽を増やして，

微生物による処理を遅らせて，硝化反応を抑
制し，窒素濃度を上げています．
反対に，それ以外の時期は硝化反応を促進

し，アンモニア性窒素を亜硝酸性窒素，さら
には硝酸性窒素へと酸化させています．
ですから，反応タンクに送り込まれる，送

風量に関しては，ノリ養殖の方が少なくなっ
ています．
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1998 年
10 月

市内 7 漁協と下水道との連絡協
議会発足

2008 年
３月

栄養塩類の低下、明石海峡での
油流出事故により例年に比べノ
リ生産量が半減

2008 年
７月～

漁業者との定例会議の場で放流
水による栄養塩類供給の要望あ
り調査検討を開始
処理方法の調査、佐賀市、大牟
田市の視察
検討組織（明石市、水産関係者）
の立ち上げ

2008 年
９月末

二見浄化センターでの栄養塩管
理運転試行を決定

2008 年
10 月～

試行運転開始
（継続中）

表－2 導入の経緯

図－2 下水処理場のしくみ
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図－3 ノリ養殖期以外
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図－4 ノリ養殖期
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７．運用上の問題点
実際の運用開始に際しては，法令遵守はも
ちろん，安定した下水処理を如何に継続する
かが重要でした．
処理が不安定となった時，特に影響が大き
いのは，下水処理場の処理水を冷却水として
使用している汚泥焼却炉でした．処理水が悪
くなりすぎますと，配管内で目詰まりを起こ
してしまうからです．当市では焼却施設は二
見にしかないため，それが停止するというこ
とは，他の下水処理場の汚泥処理が滞り，影
響が全市に及ぶこととなります．
運転中に注意している点には，次のような
ものがあります．
1つ目は，切り替え時の水質変化です．硝
化抑制から促進，又はその逆の場合も，移行
期間中は処理が不安定となるため，普段より
も細かな調整が必要になります．
2つ目は，日常の水質試験での微生物の観
察や，すでに述べた焼却炉への冷却水の関連
で，ストレーナ（処理水配管）等を正常に保
つため，日常における配管の清掃頻度を増や
すなど，日常管理を怠らないことも重要です．

８．放流水の水質の状況
平成27年度の運転結果を図－5，6に示し
ます．

平成27年度は管理運転別の窒素濃度の差が
よく表れており，ノリ養殖期である硝化抑制
期間は平均27 mg／L，それ以外の硝化促進

期間は13mg／L，年平均で20mg／Lとなりま
した．なお，年度により季節ごとの差がなく，
なだらかな曲線となる年もありました．ま
た，ノリ養殖期には，硝化（酸化）が抑制さ
れ，アンモニア性窒素の割合が増えているこ
とがわかります．

９．最後に
二見浄化センターで季別運転をはじめてか

ら，今年で9年目を迎え，もはや試行ではな
いであろうと言われることもあります．
しかしながら，下水道を取り巻く環境はこ

こ数年で目まぐるしく変化しており，こちら
に示したとおり，水循環だけではなく生態系
や水産資源等，多様な視点での水の管理が求
められています．
今後も，水環境を取り巻く社会的要請に対

し，関係法令を遵守し，上位計画と整合性を
図りながら，下水道が果たすべき役割を常に
意識し，能動的に栄養塩管理運転に取り組ん
でいきたいと考えています．
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図－5 全窒素，BODの年変化(平成27年度)

図－6 各態性窒素の年変化(平成27年度)
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１．ノリ漁場への栄養塩供給の試みに至る経
緯
兵庫県の瀬戸内海側は，養殖ノリの生産が
盛んで国内有数の生産地となっている．近年
の生産金額は100～150億円／漁期で推移して
おり，県内の最重要漁業種類の一つである．
本県のノリ生産は，沖合域での生産を可能に
した浮き流し式養殖や冷凍網の保存技術開発
等の普及によって，生産量は1970年代から飛
躍的に増加し，1990年代には生産技術の成熟
とともにピークを迎えた．一方で，1990年代
後半頃からノリ生産量の減少，不安定化に陥
るという大きな課題が生じている．
ノリの生産が不安定化するようになった主
な要因はノリの色落ちであり，瀬戸内海では，
海水中の溶存態無機窒素（DIN）の不足によっ
て発生するとされている1）．色落ちしたノ
リは外観不良のほか，アミノ酸含量低下等に
よる食味悪化によって，販売されないか非常
に安価に流通してしまうため，漁業者にとっ
ては深刻な問題である．また，ノリの色落ち
は兵庫県だけでなく，窒素又はリンといった
栄養塩の不足を要因として，全国各地のノリ
漁場で発生している大きな課題である．
兵庫県では漁業関係者からの強い要望もあ
り，人為的な手法による漁場への栄養塩供給
に向けて，2008年度に環境，下水道および水

産部局等の行政機関で構成する「豊かな海づ
くりに係る検討会」を設置し，協議および情
報交換を始めた．これまでに，県内では人為
的な栄養塩供給として，臨海部の下水処理場
における栄養塩管理運転（ここでは，規制値
内での窒素排出量増加運転を指す），ダムか
らの一時放流，ため池からの放流，漁場への
施肥，海底耕耘等に行政や漁業者自身が取り
組んできた．本稿ではそれらのうち，兵庫県
で重点的に取り組んでいる手法の一つである
下水処理場における栄養塩管理運転について
紹介する．

２．下水処理場における栄養塩管理運転とノ
リ漁場への影響

栄養塩管理運転の手法は事業場によって異
なるが，脱窒抑制又は硝化抑制運転により，
通常運転時よりも放流処理水中の窒素濃度を
増加させる仕組みである．兵庫県内では，周
辺海域にノリ漁場が存在する（公財）兵庫県
まちづくり技術センター加古川流域下水道管
理事務所加古川下流浄化センター（以後，加
古川下流浄化センターとする）並びに明石市
二見浄化センターにおいて，先行的に試行が
始まった．
加古川下流浄化センターは，一級河川であ

る加古川河口左岸に位置しており，処理水は
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左岸を加古川に並行して流れる泊川に放流さ
れている．処理水放流口の下流直近で泊川は
東播磨港別府西港区に流入し，近隣事業場の
産業排水とともに播磨灘に流出している．
2010～2014年度に処理水放流口周辺水域で，
表層DIN濃度の変化を調査した結果，何れの
調査年とも栄養塩管理運転期間中には，明確
なDIN濃度の上昇が認められた．また，東播
磨港別府西港区に設けた定点において，水温，
塩分の鉛直分布およびDIN濃度を観測した結
果，当港区の表層は，高水温，低塩分，高DIN
濃度の水が流れていることが明らかとなっ
た．つまり，東播磨港別府西港区を流れる表
層水は，同様の水質である下水処理水および
産業排水が主体であると考えられた2）．
また，阿保ら3）が加古川河口域のDINの
動態について，シミュレーション計算した結
果，当海域では加古川河川水および東播磨港
別府西港区からの流出水が，近隣のノリ漁場
における主たる窒素供給源であることが判明
し，栄養塩管理運転による窒素増量分もノリ
漁場に到達する結果が得られている．
これらの結果から，加古川下流浄化セン
ターでの栄養塩管理運転に伴い増量した窒素
は，近隣のノリ漁場に到達し，生産安定化に
寄与していると推測された．さらに，近隣の
ノリ漁場では，より陸域からの栄養塩供給の
影響を受けやすい漁場内の沿岸側で生産され
たノリが，沖合側よりも良好な色調を保つ傾
向のあることもわかっている（未発表）．
なお，栄養塩管理運転にあたっては，それ
によるノリへの直接的な効果の判定を求めら
れるが，その検証は困難を極める．運転に
よって増量した窒素が海域に添加されている
ことは間違いない．ただし，ある程度潮流の
速い海域において，現場観測から窒素濃度の
上昇を明確に捉えられるのは，直近水域に限
られてしまう．実際，栄養塩管理運転に伴う
窒素増量分によって，周辺で生産しているノ
リにどの程度直接的な効果があったか数値で

示すのは難しい．したがって，効果判定には，
現場観測，モデルシミュレーション，周辺漁
場のノリの生産性，安定同位体比の調査等を
組み合わせた総合的な状況証拠から検証する
しかないのが実情である．
上記の栄養塩管理運転の試行結果並びにそ

の他の栄養塩供給手法を含め，総合的に判断
した結果，兵庫県内では下水処理場での栄養
塩管理運転と，啓発的効果の高いため池から
の放流（かいぼり）を中心に，漁場への栄養
塩供給に取り組んでいる．2016年現在，県内
では19箇所の下水処理場において，冬のノリ
漁期を中心に栄養塩管理運転を進めている．
なお，下水処理場での栄養塩管理運転によ

るノリ漁場への栄養塩供給に関する取り組み
は，有明海で先駆的に始められた方法4）で
あり，現在では本県のほか，香川県5）や広島
県内等でも同様の方法で実施されている．ま
た，国土交通省では瀬戸内海等，豊かな海が
求められている水域の下水処理場において，
窒素，リンの季節別運転に対応するため，「栄
養塩類の循環バランスに配慮した運転管理ナ
レッジに関する事例集」等の参考資料を作成
している．ただし，海域への栄養塩供給を検
討する場合，その海域特性や費用対効果に応
じた手法を選択しなければ効果を示すのは難
しい．また，人為的な栄養塩供給によって，
周辺海域に赤潮等の悪影響が及んでいないか
モニタリング調査等によって継続観測する必
要もあるだろう．

３．これからの瀬戸内海の海洋環境
兵庫県内では喫緊の課題として，ノリ養殖

を対象とした人為的な栄養塩供給の試行に取
り組んできたが，瀬戸内海の水産業は，漁獲
量の低迷という更に大きな問題にも直面して
いる6）．水産資源の減少は，水温，栄養塩，
溶存酸素量などの水質環境変化，生息する場
の消失・悪化，漁獲強度等，様々な要因によっ
て生じると考えられる．近年は貧栄養化1）
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がその一因としてクローズアップされている
が，両者の関連性について科学的な立証には
至っていない．海域の生物生産に適切な栄養
塩量が必要なことは疑う余地はないが，魚類
等の高次生産量の変動と栄養塩の関連性，更
には環境保全と両立できる適切な栄養塩量を
短期間で見極めることは容易でない．水産分
野は瀬戸内海の水産資源量が減った要因を，
栄養塩も含め多角的に検証する使命があり，
今後の水質環境のあり方については，心象や
感情的なことに左右されない科学的根拠に基
づく冷静な議論が必要である．水産行政の立
場としては，現状を放置することはできない
ため，今後も栄養塩供給の試行と浅海域の修
復等の取り組みを関係機関と連携，調整しな
がら可能な箇所から順応的に進めるしかない
と考えている．
瀬戸内海の海洋環境のあり方について理想
論を掲げるのは簡単だが，社会や産業構造の
変化，人工構造物の造成等によって改変され
てしまい，そこに生活基盤や産業が成立して
いる瀬戸内海沿岸の現状を昔の状態に戻すの
は不可能に近い．また，従来の行政施策は，
ややもすれば縦割り式であり，沿岸環境に関
わる分野間の十分な協議，情報交換が不足し
ていた可能性は否めない．今後，沿岸環境に
関わる各分野（環境，土木，港湾，下水道，
海上保安，水産等）は，相互の十分な協議，
協力によって，湾灘毎に具体的かつ実行性の
ある沿岸環境管理の統一した方針を打ち出
し，それに基づいた施策を真摯に進めること
が肝要である．
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１．緒言
大阪湾は古くは「茅渟の海」と呼ばれ，魚
介類の生育に好ましい一連の環境が揃い，魚
介類が豊富で様々な漁業が盛んに行われてき
た．しかし，高度経済成長期の沿岸域の開発
等により，湾奥部を中心に，埋め立てや水質
汚濁が進行し，魚介類の産卵場や育成の場と
なる浅場や藻場の消失，埋め立てや海底窪地
による海水の流れの停滞が生じ，特に南部海
域では窒素・リン等の栄養塩類の不足が顕著
となった．その結果，大阪湾内の漁獲量は，
昭和57年の114,000tをピークに減少し，近年
は概ね20,000t前後で推移しているのが現状
である．
このような現状から，大阪府は水産資源の
回復を目的に，漁場の整備，稚魚の放流，資
源管理を行ってきたが，大阪湾全体の魚類生
育環境向上には不十分であり，貧酸素水塊の
解消，栄養塩類の供給策が不可欠である．
このことから，大阪府は新たな漁業振興策
として，大阪湾北部から中部の海域に，撹拌機
能を有する人工魚礁を設置（以下，魚礁区と表
記．）し，海水の鉛直混合を促進し，貧酸素水
塊の発生を軽減する試みを行っている．ここ
で，これらに用いられている人工魚礁とそれ
ぞれの特徴を整理した表を表－1に，魚礁区
内での配置，魚礁区の位置を図－1に示す．

なお，これらの人工魚礁については，既往
の研究で，水理実験による流動制御機能の検
証1）, 2），流動制御効果の影響範囲の定量的
評価がなされ，実海域でも流動制御効果の実
証が試みられている3）．また，生物蝟集効果
調査でも，その有用性が確認されている4）．
しかし，これまで魚礁構造物設置後の環境

改善機能を定量的に評価した例や魚礁構造物
による流動制御と周辺環境の変化を関連付け
た研究成果は乏しい．
そこで，本研究では，実海域において，こ

の人工魚礁設置に伴う流動制御効果をADCP
（Acoustic Doppler Currrent Profiler）を用い
て濁度拡散状況での実証，流動制御機能効果
による底質改善機能の検証を行うとともに，
人工魚礁の持つ餌料培養効果を魚類蝟集状況
で実証することを試みた．

２．調査概要
本研究における現地調査は，図－1に示す

魚礁区および試験的に設置している試験礁3
基（以下，試験礁区）を対象として実施した．
なお，調査内容は，流動制御効果の実証は魚
礁区で水温，塩分，濁度の鉛直計測とADCP
を用いた曳航調査5），底質改善効果は構造物
直近および周辺における底質環境の変化のモ
ニタリングとした．
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３．調査結果および考察
調査時の流向はSWであった．Line1での
濁度コンタ図を図－2に示す．本図中には，
模式的に人工魚礁位置を示している．曳航観
測開始より距離約150m地点から約330mの間
で濁度が巻き上がっている状況が確認され
る．この巻上りは，最大で，海底より2m程
度の高さまで巻上がっている状況が確認さ
れ，魚礁区通過後，約100m程度まで影響範囲
が及んでいることが確認された．一方，図－
3に示したLine2では，顕著なまき上りは確
認されなかった．これは，Line2が魚礁区上
流に位置しており，曳航測線上に人工魚礁は
存在しないことによるものと考えられた．
Line3（図－1参照）は，魚礁区の中央を横
断方向に曳航しており，測線上に人工魚礁が
存在しており，Line3でも濁度の巻上りが生
じていることが確認された．この濁度の巻上

りは，Line1での巻上りの高さと同程度で
あった．これらのことから，魚礁区に設置さ
れている人工魚礁の流動制御機能により物質
の巻上りが生じていたことが検証された．本
研究における調査の結果，当日の最大潮位差
112cmに対して，調査時間帯の潮位差が約
20cmと潮位差が小さい状況にも関わらず，
魚礁区縦断方向（Line1），横断方向（Line3）
の両方で濁度の巻上り状況を捉えることがで
きた．本研究では，海域の流れの流下方向に
曳航観測を実施することができたことから，
Line1では広範囲の濁度の巻上りを捉えるこ
とができた．既往の研究1）によると，湧昇域
では構造物高さの2～3倍，後流域において
は構造物高さの15～20倍の影響範囲があるこ
とが確認されている．この結果と本調査結果
を比較すると，海底面上の巻上り高さは，約
2mであり，設置されている人工魚礁と概ね
同程度の高さであった．また，流下方向の濁
度の広がりは約150m程度であり，人工魚礁
の高さと比較すると約75倍程度となる．これ
は，魚礁区が流下方向と横断方向にそれぞれ
5基設置していることにより，影響範囲が広
がっているものと考えられる．

底質調査は，図－1に示す試験礁区に設置
されている人工魚礁周辺の底質を対象に実施
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表－1 工種別人工魚礁一覧

図－1 魚礁区位置図

図－3 Line2における濁度分布状況

図－2 Line1における濁度分布状況
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した．調査方法は，試験礁区内と試験礁から
の距離別（試験礁からの距離20m・50m・
100m・150m）に対照区を設け，各地点から潜
水作業により底質を直接採取し，COD分析を
行った．分析結果を図－4に示す．
底質調査の結果，試験礁区に設置されてい
る人工魚礁近傍では，底質内CODが環境基準
値以下に保たれているが，人工魚礁から距離
が離れるにつれ，底質のCOD値は高くなり，
環境基準値を満たしていない状況が確認され
た．また，図－5に夏期におけるDOの鉛直
分布の一例を示す．試験礁区での各人工魚礁
近傍でのDOは，いずれの調査時においても
対照区に比べて有意に高い値となっていた
（P＜0.02）．これは，人工魚礁の流動制御機
能による底層部での鉛直混合が発生し，その
影響により底質の巻上げ，酸素の供給に伴う
有機物の分解が促進され，その結果，COD値
が改善されているものと考えられる．
既往の研究の中で，人工魚礁の機能の定量
化を行うにあたり，COD値の差分を水質・底
質浄化の費用対効果として，下水処理費用に
換算して評価する手法があるが，本手法を人
工魚礁設置後に適用し，実海域における環境
改善機能を評価した例は極めて少ない6），7）．
そこで，人工魚礁設置に伴う底質改善による
費用対効果を評価するために，底質のCOD値
に着目して検討した．
検討の結果，底層流10cm/secとした場合，
構造物1基による底質改善可能範囲は，影響
範囲が二方向のみとした場合，112.0 m2にな
る1）．次に，現地調査結果から，構造物の
COD除去機能は，底泥1kg（湿重量）あたり
5～10g（平均7.5g）のCOD除去の実績があ
るので，底泥の採取深さを平均17.5cmとした
場合294.0（kg-COD），これに，有機物処理量
に相当する下水道費用5,584（円/kg-COD）を
乗じると約165万円となる．構造物の製作費，
沈設費で1基当たり，130万円とすると，B/C
＝1.27となる．ただし，今回は構造物の影響

範囲を二方向のみとした場合評価であり，こ
れを四方向として考えると，処理量は2倍と
なり，B/Cも2を超える．また，試験礁区と
対照区でのCOD濃度の差が最大5mg/gで
あったことに着目し，費用対効果を試算する
と，試験礁区の人工魚礁1基当たりの往復流
（二方向）での処理量では処理費用が約446万
円となり，B/C=3.43となる．

大阪府立環境農林水産総合研究所の漁況通
報8）によると，構造物による漁場を造成して
1年目の平成27年における漁獲量は，マイワ
シの月漁獲量においては急増し，平年の3倍，
昨年の4倍の漁獲量であったことが報告され
ている．構造物後方において小型魚類の蝟集
が確認された状況写真を図－6に示す．構造
物設置後に事業実施海域でも小型魚類の漁獲
量が増加したことが報告されていることか
ら，構造物の流動制御により生物蝟集機能を
促進していることが推察された．
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図－4 底質のCOD分析結果

図－5 夏期におけるDOの鉛直分布
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５．結言
本研究では，大阪府が漁業振興策として実
施している人工魚礁の設置による漁場環境整
備事業において，使用されている人工魚礁の
環境改善機能を検証するため，流動制御機能，
底質改善効果に着目し，実証実験を行った結
果，下記の点について確認された．
・人工魚礁の流動制御機能は，魚礁区と魚礁
区の影響を受けない測線を両者で設定，調
査を行うことで濁度の巻上り状況で実証で
きた．
・魚礁群として設置することで，単体で設置
した際よりも人工魚礁機能の影響を受ける
範囲は広がっていることが確認された．
・人工魚礁による底質改善効果は，底質の
CODに着目した結果，魚礁近傍では環境基
準値内であったが，魚礁からの距離が遠く
なるにつれ，環境基準を満たさなかった．
今回，人工魚礁の環境改善機能は実証され
たが，餌料培養効果に起因する餌料培養機能
の効果を魚類蝟集状況と周辺漁業での漁獲高
と併せての評価はデータの蓄積を待つ状態で
ある．現在，事業実施海域で小型魚類の蝟集
効果が報告され始めており，今後もモニタリ
ング調査を継続し，機能効果を定量的に評価
し，整備費用対効果をより詳細に検討してい
く必要がある．
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図－6 構造物上層に蝟集したマイワシ群



国からの情報

１．はじめに
瀬戸内海環境保全特別措置法等に基づく取
組の結果，瀬戸内海の水質は全体として改善
傾向にある一方，赤潮や貧酸素水塊は依然と
して発生しています．
このような中，平成27年2月に瀬戸内海環
境保全基本計画が変更，同年10月には瀬戸内
海環境保全特別措置法が改正され，瀬戸内海
を生物多様性・生物生産性が確保された「豊
かな海」とする方向性が掲げられ，基本的な
施策の一つとして，水質浄化機能を有し，生
物の生息・再生産場としても重要な藻場・干
潟等の保全・再生・創出を進めることが盛り
込まれました．
藻場・干潟の保全・再生・創出を進める上
では，これらの分布状況を把握することが重
要ですが，瀬戸内海においては平成元～2年
に実施された第4回自然環境保全基礎調査
（環境庁）以降，全域での本格的な分布調査は
行われていません．また，同調査はヒアリン

グ調査が中心であり，客観的手法による分布
調査の必要性も指摘されていました．
このため，環境省においては，瀬戸内海に

おける最新の藻場・干潟分布及び面積を統一
した客観的手法で把握することを目的に，衛
星画像の解析手法を活用した調査を平成27年
度より開始しました．本手法を用いることに
より，藻場・干潟の分布域をより詳細に抽出
できるだけでなく，今後，同手法により調査
を行った際には，分布域の増減を定量的に評
価することが可能となります．
今号では，調査の概要及び平成27年度に調

査を実施した瀬戸内海東部の結果について紹
介します．

２．調査の概要
⑴ 調査計画
本調査では，瀬戸内海全域を，平成27～29年
度の3年間で実施する予定としています．平
成27年度は瀬戸内海東部（紀伊水道，大阪湾，
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瀬戸内海における藻場・干潟分布状況調査の実施について

環境省水・大気環境局水環境課
閉鎖性海域対策室

図－1 調査実施海域



播磨灘，備讃瀬戸（一部除く）），平成28年度は
瀬戸内海中部（備讃瀬戸（一部），備後灘，燧
灘，安芸灘，広島湾，伊予灘）において調査を
実施しています．平成29年度は瀬戸内海西部
（周防灘，豊後水道，響灘）において調査を実
施する予定としています（図－1）．

⑵ 調査方法
瀬戸内海全域の藻場・干潟分布域を効率的
かつ客観的に抽出するため，本調査では衛星
画像の解析と現地調査を組み合わせて実施し
ました．具体的な調査プロセスは以下に示し
ています．

①衛星画像の取得，放射量補正
過去3年以内の藻場の繁茂期（春季）に撮
影された衛星画像を取得した．使用する衛星
画像は，解像度，アーカイブの充実度等を踏
まえ，RapidEye（オルソ処理後の解像度：5
m）とした．また，衛星画像の取得に当たっ
ては，可能な限り，雲量が少なく，海水透明
度の高い画像を選定した．その上で，大気中
や水中での光の散乱，減衰等の影響を取り除
く放射量補正を実施した．

②現地調査の実施
③で実施する画像解析に必要な基礎情報を
得るため，一部エリアにおいて現地調査を実

施し，海草藻類の有無の確認，水深データの
取得等を行った．平成27年度に調査を実施し
た瀬戸内海東部では，冬季（平成27年12月～
平成28年1月）に計20エリア（うち，紀伊水道：
5エリア，大阪湾：2エリア，播磨灘：9エ
リア，備讃瀬戸：4エリア）において現地調
査を実施した（図－2）．現地調査は，調査船
から垂下した水中ビデオカメラにより海底の
状況の確認を行うものであり，調査船が低速
で進みながらデータ取得を行うライン調査
と，調査船が停止した状態でデータ取得を行
うスポット調査を併用した．平成27年度は，
ライン調査により27測線（総延長24.7km），
スポット調査により1,703地点でデータを取
得した．

③画像解析
①で取得・補正した衛星画像について，②

の現地調査で得られたデータを活用し，藻
場・干潟に該当する輝度の画素を，それぞれ
藻場・干潟として抽出を行った．
藻場については，藻場に相当する輝度の範

囲を抽出するため，輝度と尤度（藻場である
確率）の関係を整理し，尤度が一定値以上の
輝度を持つ画素を藻場と分類を行った．
なお，海草藻類の違いによる輝度の違いが

僅かであり，一定の精度を確保することが難
しいことから，今回の調査では海草藻類の種
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図－2 現地調査実施エリア（平成27年度）



類別の分類は行っていない．
干潟については，高潮線と低潮線で囲まれ
た範囲を衛星画像解析により抽出した．高潮
線は，近赤外バンド（水分の有無を判別でき
る）より抽出し，低潮線は，水深と輝度の関
係から低潮線に相当する輝度を算定すること
により抽出した．

３．平成27年度の調査結果
⑴ 藻場・干潟面積
平成27年度に調査を行った瀬戸内海東部

（紀伊水道，大阪湾，播磨灘，備讃瀬戸（一部
除く））では，藻場面積は3,920ヘクタール，干
潟面積は1,023ヘクタールが確認されました
（表－1）．

⑵ 過去からの藻場・干潟面積の推移
第4回自然環境保全基礎調査（平成元～2
年 環境庁）では，関係者ヒアリング等の手法
を用いて藻場・干潟の分布を調査していまし
た．一方，本調査は画素（5mメッシュ）ご
とに藻場・干潟の有無を解析するものであり，
より詳細な分布域を抽出することが可能であ
り，両者を比較すると，従来の手法では分布
面積がやや過大となる傾向がみられます．
このように，既往調査と手法が異なること
から，経年変化を比較するため，衛星画像解
析手法とは別に，一部エリアにおいて既往調

査と同様の方法（ヒアリング）により調査を
実施し，藻場・干潟の経年変化を試算しまし
た．試算の結果，既往調査（H1～2年）と
比較して，今回調査（H27年）では藻場面積
では約40％，干潟面積では約4％の増加がみ
られました．

⑶ 衛星画像解析の精度
本調査における衛星画像解析精度を検証す

るため，現地調査結果との比較により精度の
検証を行いました．藻場の解析精度は81.
0％，干潟の解析精度は85.3％と良好な結果が
得られました．
なお，精度については，現地調査における

全地点数のうち，現地調査結果と衛星画像解
析結果の一致地点数の割合として算定してい
ます．

４．今後の予定
今回は平成27年度に調査を実施した瀬戸内

海東部での結果を紹介しましたが，瀬戸内海
中部，西部についても引き続き継続的に調査
を実施し，随時結果を公表する予定としてい
ます．
なお，平成27年度調査の結果（詳細分布図・

GISデータ等）は環境省HPで公開しており，
自治体，研究機関等における調査・研究等に
も適宜活用いただきたいと考えています．

＜参考＞環境省HP「瀬戸内海における藻場・
干潟分布状況調査について」
http://www.env.go.jp/water/heisa/survey/
result_setonaikai.html
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表－1 平成27年度の調査結果

※備讃瀬戸の一部は調査中のため，面積は暫定値で
ある．小数点以下を四捨五入しているため，合計
値が合致しない場合がある．

図－3 藻場・干潟分布図の例（和歌山県湯浅湾）
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本稿においては，海洋ごみに関する環境省
の取組として，環境省が実施した瀬戸内海を
含む海洋ごみの状況についての調査結果につ
いて御紹介したいと思います．

１．はじめに～海洋ごみ問題とは何か～
＜海洋ごみは世界的な課題＞
昨今，テレビやインターネットニュースに
おいても，海洋ごみ，特にマイクロプラスチッ
クについて取り上げられることが増えてきま
した．
海洋ごみ，とりわけマイクロプラスチック
については，沿岸及び海洋の生態系に悪影響
を与えるものであり，ひいては人間の健康に
も潜在的に影響を及ぼす可能性がある海洋環
境問題として，世界的な課題となっています．

＜マイクロプラスチックとは何か＞
マイクロプラスチックとは，海洋中のプラ
スチックごみのうち，微細なものを言います．
「マイクロ」という名称ですが，5mm以下のプ
ラスチックごみを指すことが，国際的に共通
の理解となっています．
マイクロプラスチックは，その成り立ちか
ら，大きく2種類に分類されます．
一つ目は，「一次的マイクロプラスチック」
です．これは，もともとマイクロサイズで製
造されたプラスチックです．例えば，洗顔
フォーム等にスクラブ剤等として使用されて
いるマイクロビーズ（小さな粒状のプラス
チック）です．
二つ目は，「二次的マイクロプラスチック」
です．これは，もともとは大きなサイズで製

造されたプラスチック，例えば，ペットボト
ル等が自然環境中で破砕・細分化されてマイ
クロサイズになったものです．

＜マイクロプラスチックの環境影響＞
マイクロプラスチックについては，これに

もともと含有されている化学物質又は海洋中
で吸着される化学物質，これらが食物連鎖を
通して，生態系や人間の健康に影響を及ぼす
ことが懸念されています．
プラスチックは，ＰＣＢ等の有害物質を吸

着する性質があることから，海洋中にあるマ
イクロプラスチックは，過去や現在の人為的
活動により流出し海洋中に存在している有害
化学物質を吸着してしまいます．この化学物
質を吸着したマイクロプラスチックを，例え
ば，魚類や動物プランクトン等が，植物プラ
ンクトンと一緒に摂食することにより，当該
魚類や動物プランクトンの体内に有害化学物
質が摂り込まれ，食物連鎖により生態系に悪
影響を及ぼすことが懸念されているのです．
すなわち，マイクロプラスチックは，有害化
学物質を生態系に持ち込む運び屋となってい
る恐れがあります．

２．海洋ごみの実態把握に向けた環境省の取
組について
＜海洋ごみの実態把握調査＞
マイクロプラスチックを含め，海洋プラス

チックごみのもたらす環境影響の実態の多く
は，まだまだ未解明です．そこで，環境省に
おいては，海洋ごみの実態把握を進めるべく，
海洋ごみの分布状況等について，漂流ごみ，
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海洋ごみの実態把握に向けた取組について

環境省水・大気環境局水環境課
海洋環境室



海底ごみ，漂着ごみに関する各種調査を実施
しています．
年度ごとの調査結果については，環境省か
ら報道発表を行うとともに，シンポジウム等
の場において発表するなど幅広いご関係者の
皆様に知っていただけるように努めています．
（過去の報道発表は，環境省ホームページで
閲覧できます
http: //www. env. go. jp/water/kaiyo/press_
list.html）

＜漂着ごみの調査について＞
漂着ごみについては，種類や量の状況，そ
してその地域差を明らかにするため，全国の
海岸でモニタリングを継続して行っていま
す．平成22～26年度までに全国7か所で定点
調査を実施しました．平成27年度からは10か
所に増やすとともに，漂着したマイクロプラ
スチック等に吸着している有害物質の調査も
より強化して実施しています．
このモニタリング調査においては，ペット
ボトルの言語表記等から判別される製造国に
ついて，国別の割合も調査しています．平成
22～26年度のモニタリング結果をまとめたと
ころ，ペットボトルの漂着数が最も多かった
沖縄県石垣市は，約8割が中国のものでした．
また，日本海側では，韓国が約3～5割，中
国は約2～3割であることが確認されまし
た．一方で，鹿児島県南さつま市と茨城県神
栖市では約7～8割に日本語表記が確認され
ました．瀬戸内海（兵庫県淡路市）ではほぼ
全てが日本のものでした．

＜漂流・海底ごみの調査について＞
漂流・海底ごみについては，我が国の沿岸

海域及び沖合海域において，海域別のごみの
密度及び現存量をごみ種類別に推定するため
に，船舶を用いて，①目視による漂流ごみの
観測，②海表面に浮遊しているマイクロプラ
スチックの採集，③底引き網を用いた海底ご
みの採集を実施しています．
また，採取したマイクロプラスチックにつ

いては，吸着している有害物質の濃度レベル
及び生態系への影響を検討するため，漂流中
に表面に吸着した有害物質の抽出・分析等を
行っています．

＜瀬戸内海における調査結果について＞
平成26年度漂流・海底ごみ調査においては，

瀬戸内海を重点的に調査し，隣接する海域に
おけるごみの量や種類の違いを比べました．

1）海底ごみの調査
瀬戸内海沿岸11府県にある漁業協同組合の

協力を得て，海底ごみの調査を行いました．
（調査期間：平成27年1月から3月，調査回数
（曳網回数）：約2,400回）回収した海底ごみの
合計重量は約4.5トン，容量は約30㎥，個数は
約3.5万個でした．回収されたごみの種類と
してはプラスチックが最も多く，続いて金属，
布，ゴム，ガラスなどが多く見られました．
また，湾や灘（なだ）毎に回収量に違いがあ
りました．
これらに加えて，どのくらい古いごみが海

底に堆積しているのか調べるために，飲料缶
については賞味期限についても調査を行いま
した．古いものほど少ない個数となる傾向に
あり，一番古いものは1983年のものでした．

2）漂流ごみ目視調査
瀬戸内海7地域において目視による漂流ご

み調査を行いました．発見した漂流ごみの種
類は，プラスチックフィルム（レジ袋）が最
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も多く，次いで発泡スチロールが多くありま
した．

3）海表面に浮遊するマイクロプラスチック
に係る調査
瀬戸内海7地域において，ニューストン
ネット（目合0.35mm，表層を浮遊するプラン
クトンや卵稚子魚の採取に用いるネット）を
用いて，マイクロプラスチックの採取を行い
ました．採取されたマイクロプラスチックは
サイズ別（1mm～5mm）に分類して，その数
を計測しました．
マイクロプラスチックについて，調査海域
における密度（ニューストンネットでろ過し
た海水1m3の個数）は，0.037個/m3となり，
同年度の沖合域(本州，四国，九州沖合海域)
調査の結果平均（1.982個/m3）と比べて少な
い結果となりました．

３．マイクロプラスチックの発生抑制に向け
た取組
マイクロプラスチックのうち，二次的マイ
クロプラスチック，すなわち，海洋中に排出
されたプラスチックごみが自然環境中で細か
く砕かれて生じるものについて，その発生を
抑制するためには，
①ペットボトル等の大きなサイズのプラス
チックごみを海洋に流出させないこと，
②ひとたび流出したプラスチックごみについ
て，マイクロ化する前に回収すること，
などが重要です．
このため，環境省においては，
①国内での廃棄物の適正処理等の推進によ
り，陸域等からのプラスチックなどの海洋ご

みの発生抑制に努めるとともに，
②都道府県に対する財政支援等により，プラ
スチックなどの海洋ごみの回収・処理を促進
しています．

４．最後に
海洋ごみは，陸上で発生した廃棄物が川や

海岸を経由して海洋に流入するもの，海域で
発生するものがあり，発生原因や種類も多岐
にわたります．地域レベルの課題を特定し，
関係者による連携した取組を積み重ね，発生
抑制に努めることが重要です．
さらに，世界の海はひとつであり，地球規

模で協調して対処する必要があります．
このため，海洋ごみに関する研究成果，発

生抑制，回収・処理の取組について，国内外
の多様な分野における知見及び経験を共有
し，対話を継続することにより，政府のみな
らず，研究者，産業界，地方自治体，地域の
様々な活動主体，NPOそして国民一人ひとり
が協力し，また，国際社会と協働して，より
効果的な海洋ごみ対策を促進することが不可
欠です．
本稿が，お読みくださいました皆様にとり

まして，海洋ごみについて考えていただける
一助となれば幸いです．
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研究論文 瀬戸内海の景観多様性を論じる11

1．寒霞渓から中山へ
小豆島の観光地といえば寒霞渓，二十四の
瞳の舞台等であった．しかし，今は中山の棚
田，エンジェルロードの砂州等である．この
風景評価の変化は象徴的な事例であり，広く
普遍的でさえある．小豆島に限らず，全国的，
世界的潮流といってもよい．（写真－1，2）
小豆島の寒霞渓は古い火山活動で生まれた
安山岩・集塊岩が長年月の侵食により奇峰や
奇岩怪石の地形となった所であり，1934（昭
和9）年，わが国最初の国立公園の一つ瀬戸
内海国立公園となった．応神天皇が鉤をかけ
て岩山を登ったという故事が伝えられ，江戸
後期に奇岩怪石の風景を愛でる中国文化が儒
学者・漢学者の間で広まり，寒霞渓も名所に
なっていく．1878（明治11）年，漢学者の藤
沢南岳が「寒霞渓」と命名し，79（明治12）
年から81（明治14）年にかけて，漢学者の成
島柳北が雑誌に「航薇日記」を連載し，寒霞
渓を世間に知らしめた．藤沢南学の寒霞渓は
頼山陽の耶馬渓，安積艮斎の妙義山とともに
日本三大奇勝と呼ばれ，また，寒霞渓と豪渓
は瀬戸内の二大奇勝と称されていた．
中山を浮かびあがらせたのは瀬戸内国際芸
術祭や映画「八日目の蝉」と地元の人々の協
力であったが，現代人の風景へのまなざしが
このような生業の風景とも呼ぶべき，かつて
の普通の風景に向かっていると指摘できる．
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写真－1 寒霞渓

写真－2 中山の棚田と食堂
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2．写真にみる瀬戸内海
かつての普通の風景も，今では普通ではな
くなり，失われゆく風景となっている．それ
ゆえ人々はその風景にまなざしを向け，注視
する．本論では生業の風景に着目し，これら
がどのように捉えられてきたか，瀬戸内海を
写しだした写真を写真集・地誌等からみてみ
たい．農業，園芸，漁業，塩田，干潟・藻場
等の「農の風景」，石切場，加工業・製造業，
工場・コンビナート等の「工の風景」，商い，
交通・運輸等の「商の風景」，町並み，生活，
文化，風俗等の「暮らしの風景」，これらを生
業の風景と定義し，これらのうち風景写真等
からどのような風景が注目されてきたか，
1930年頃の風景，1960年頃の風景，1990年代
以降の風景に焦点を当てて分析してみたい．
（1）1930年頃の風景
1930年頃以降，生業の風景は瀬戸内海を特
徴付ける風景として繰りかえし表れる．1930
年頃に農の風景，工の風景，商の風景，暮ら
しの風景は概ね風景として捉えられる．特に
塩田の風景はこの時期に特有の風景である．
また，島々の段々畑・傾斜畑の田園風景を捉
える．島々の隅々まできれいに耕されている
風景が広がっている（写真－3左）．
（2）1960年頃の風景
1960年頃になると花の風景が表れ，オリー
ブの風景も強調される．花の瀬戸内海，穏和
な瀬戸内海のイメージが形成される．漁業も

活況を呈している．工業の風景もしきりに捉
えられ，工場・コンビナートの風景がポジティ
ブに写しだされる．人々の風景も捉えられ，
島々がいかに活気に満ちていたかが伝わって
くる（写真－3右）．
1980年頃，写真家緑川洋一は瀬戸内海の生

業の風景を美しく写しだし，瀬戸内海のイ
メージを決定付ける．花の風景，養殖の風景，
港町の風景，遺跡の風景など瀬戸内海らしさ
を浮きぼりにする．緑川洋一は今日の文化的
景観を先取りしていた．
（3）1990年代以降の風景
1990年代以降の写真には，瀬戸内海らしい

風景の伝統を捉えつづける視点と新たな風景
を捉える視点を読みとることができる．農
業，漁業，採石の農・工の風景，交通・運輸
の商の風景は伝統の風景である．特に花の風
景，段々畑・傾斜畑，港町の風景は，現実に
は消失傾向にあるゆえか，惜しまれ懐かしむ
ように捉えられる．瀬戸内海特有の風景の遺
伝子といえよう．他方，新たな風景として干
潟・藻場の風景，養殖の風景が表れはじめる．
特にアマモの緑なす藻場の風景は今までに捉
えられなかった風景である．干潟・藻場は消
滅する中で，生物多様性の概念にも支えられ，
新たに照射されている．（写真－4）
養殖の風景は文化的景観重視の潮流の中で

照射されている．また，工業地帯がネガティ
ブに捉えられる一方で，コンビナートの風景
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写真－3 左：『日本地理風俗大系』新光社 1930 右：『瀬戸内海』中国新聞社 1960



がシルエットで美しく捉えられたりしてい
る．20世紀は産業社会の時代であったが，産
業社会から情報社会に枠組みが変わる中で，
産業景観が相対化され，風景化されつつある．
瀬戸内海らしい風景を「風景の遺伝子」と
呼ぶならば，この継承は，2005（平成17）年
の高橋毅写真集『瀬戸内の楽園』と2007（平
成19）年の瀬戸内海環境保全協会『瀬戸内海
は語る－せとうち風景写真集－』に顕著に読
みとることができる（写真－5）．これらに
は瀬戸内海らしい風景の典型をみることがで
きる．瀬戸内海らしい風景が常に確認され，
再生産されて，流通し，普及している．

3．生業の風景
瀬戸内海沿岸は古代から生活の場であり，
生業の風景があった．瀬戸内海は稠密に人間
の営為が蓄積してきた所であり，自然地域だ
けをみても，そこには先土器・縄文・弥生時
代遺跡から，古代の古墳と山城，中世の水軍
遺跡（山城等）と古戦場跡，古代・中世・近
世・近代を通じて発展する神社仏閣と港町，

さらには瀬戸内海に特徴的な段々畑・傾斜畑，
養殖筏，ひび，塩田，新田，石切場，歴史的
町並み，そして近代の軍事遺跡，精錬所，現
代の臨海工業地帯，巨大橋梁，リゾートホテ
ル，マリーナ等と多様な景観が積層している．
これらの中で現代の我々が評価する風景

は，近世の石切場，養殖（広島湾カキ），塩田，
港町，歴史的町並み，近代の段々畑・傾斜畑
（除虫菊・蜜柑・桑等），現代の段々畑・傾斜
畑（花卉・柑橘等），養殖，工業地帯等の生業
の風景であり，急速に消失しつつある干潟・
藻場であろう．さらに，今，若い人々を魅了
している産業景観であろう．生業の風景は瀬
戸内海固有の風景の遺伝子であり，伝統の風
景といってもよい．我々が継承したい風景は
我々の記憶に残っている風景であり，そこに
は風景のエゴイズムが働いている．干潟・藻
場・ため池・用水路の風景も生業の風景であ
るが，生物多様性の概念に支えられて，急速
に新たな注目を集めている斬新な風景であ
り，新たな風景の遺伝子となっていくであろ
う．コンビナートの風景も生業の風景であ
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表－1 生業の風景

伝統の風景 1．農の風景：農業，園芸，漁業，養殖，塩田
2．工の風景：採石・石切場，加工業・製造業，工場
3．商の風景：市場，商店街，交通・運輸・港湾
4．暮らしの風景：町並み，生活，文化，風俗
＊ 特に花の風景，棚田・段々畑・傾斜畑の風景，港町の風景

斬新な風景 1．干潟・藻場の風景
2．ため池・用水路の風景
3．コンビナートの風景－近代化遺産から高度経済成長遺産へ－
＊ 特にアマモの緑なす藻場の風景

写真－4 『海からの伝言 新せとうち学』中国新聞社 1998



り，高度経済成長期以後半世紀をへて，夜景
の美しさも手伝って，風景として相対化され，
評価されつつあるといえよう．これらの生業
の風景については表－1のとおり整理できる．
なお，今，注目されている文化財保護法の
文化的景観の一部は生業の風景にほかならな
い．文化的景観への関心は世界的な潮流であ
り，今，風景へのまなざしは文化的景観に注
がれているといえるが，別の見方をするなら
ば，グローバルなまなざしがローカルな風景
を見いだしているということである．風景の
捉え方はグローバルな原理に基づき，それで
捉えられる風景はますますローカルなものに
特化している．

4．風景へのまなざしの変化
2010（平成22）年からの瀬戸内国際芸術祭
では，初めて多くの来訪者が島々の内部の風
景にまなざしを向け，同時に，島々の内部か
ら外部の風景にまなざしを向けた．瀬戸内海
の多島海はかつて船から見るシークエンス景
として欧米人に絶賛され，展望地から見るパ
ノラマ景として日本人に賞賛されてきた．こ
れらは，島々を外から眺め，しかも，遠景と
して俯瞰する見方であった．国際芸術祭は，
海を回廊としながらも，生業の風景など島の
内部における近景を提示するとともに，島か
ら眺望する遠景を提示した．これは，鷲羽山，
王子ヶ岳，屋島，紫雲出山等の展望地の観光
の衰退とも無関係ではない．

風景の見方や評価は時代とともに変わる．
フランスの感性の歴史家アラン・コルバンは，
一連の著作でヨーロッパの事例を豊富に紹介
し，眺望という視覚優位の風景評価に変化の
兆しがみられることについてふれ，「かつて
称賛された多くの眺望が今ではその魅力を
失ってしまいました」とヨーロッパの山や丘
からの展望景が評価されなくなったことを述
べている（コルバン2002，130・179）．
今，瀬戸内海離島の魅力が掘り起こされて

いる．その最大の功績は直島ベネッセアート
サイトや瀬戸内国際芸術祭にある．備讃瀬戸
の古い街並み，精錬所跡，国立療養所，イリ
コの加工場，斜面の集落，棚田やため池等々，
小さな島々にも強烈な個性があることを目の
あたりにさせられた．芸予諸島のしまなみ海
道と安芸灘とびしま海道もまたサイクリスト
の聖地としてにぎわい，小豆島･豊島のオリー
ブ園にも匹敵する生口島・岩城島のさわやか
なレモン園，その他平山郁夫美術館，大山祇
神社，製塩・採石の島々なども個性的である．
軍事遺跡の大久野島・小島も異彩を放ってい
る．また，島々には，安藤忠雄，伊東豊雄，
隈研吾，妹島和世，西沢立衛，三分一博志な
どの世界的な建築家の作品もある（写真－6）

5．瀬戸内海離島の景観資産の価値
我々は海外旅行などにおいて非日常的な風

景を最も注視するように，未知の風景にまな
ざしを向ける．日常の世界の風景には既知の
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写真－5 『瀬戸内海は語る』瀬戸内海環境保全協会 2007 左から諏訪博明・財間義文氏撮影



風景として注視しない．しかし，日常の風景
にも一瞬認識を新たにすることもある．その
とき，既知の風景が未知の風景に反転したの
である．瀬戸内国際芸術祭はこれまでにはな
かった新たなまなざしによる瀬戸内海の離島
の再発見をうながした．そこには未知の風景
が広がっていた．今，瀬戸内海の見方が大き
く変わっているといっても過言ではない．こ
の背景には，遠景から近景へのシフトや，自
然史の風景から人類史の風景へのシフトな
ど，自然景へのまなざしの大きなうねりがあ
るとみてよいであろう．
現代社会にとって離島の景観資産には大き
な価値がある．ひとつは，連続する時間と空
間の風景であり，文明を映しだす鏡である点
である．島々には瀬戸内海の独特の自然が
残っている．また，その自然と一体となった
独特の歴史や文化も残っている．都市文明，
科学技術文明，物質文明に代表される近現代
文明とは，風土と過去を否定し，風土と過去
とのつながりを断絶することで，壮大な文明
を築いてきた．だが，離島には，風土が生き，
過去が生き，それらとの連続性を確認するこ
とができる．島々をゆったりとめぐるとき，
我々が築いてきた20世紀の文明とは何であっ
たのかを考えずにはいられない．島々の風景
は，20世紀の文明を映しだす鏡といえよう．
もうひとつは，離島には，場所の記憶，つ
まり意味の風景が明確に残っている点であ

る．連続する空間と時間の風景とは，場所の
記憶や場所の物語の再生でもある．20世紀は
場所の記憶と物語を消しさり，壮大な物質文
明を築いてきた．しかし，人間は忘れてし
まったが，場所のみが覚えている記憶があり，
島々にはそのような場所が残っている．人々
は離島で，場所の意味，民家の歴史，人々の
営み，生の意味などに思いをはせることがで
きる．それは近代的風景観が見失った景観の
背後に潜む意味の捉え直しでもあり，土地の
地霊であり，土地の物語でもあるゲニウスロ
キの再生でもあった．離島では場所の記憶を
喚起し，場所のもつ豊かな意味で織りなされ
る意味の風景を捉えなおすことを可能にして
くれる．

6．瀬戸内海の景観資産制度案
瀬戸内海の離島は地方や中山間地域と同様

に過疎化・高齢化で疲弊している．しかし，
離島は生業の風景をはじめとする景観資産の
宝庫であり，各地域で景観資産として登録し，
リストアップすることによって顕在化するこ
とが必要である．保全は簡単ではないが，意
味付けと価値付けが重要であり，その認識を
あらゆる主体が共有することが何よりも大切
である．既存の自然や文化に関する保全法令
には大きな限界がある．景観資産の考え方に
は，生業の風景の観点のみならず，地域らし
い風景や誇りに思う風景の観点も必要であ
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写真－6 左から男木島集落・生口島レモン園・大三島伊東豊雄建築ミュージアム



る．地域らしさを表し，眺望景観やランド
マークとして誇る河川や山岳があれば当然地
域の景観資産になり得る．また，島嶼部，沿
岸部でまとまって景観資産が集積する地区に
ついては，島毎保全，島のエコミュージアム
化，面的地区登録等が有効である．さらに，
景観資産を有効に活用し，相乗効果を生むた
めには，これらを繋ぐランドスケープ・ネッ
トワーク（景観遍路回廊）を形成し，瀬戸内海
をめぐるツーリズムを推進すべきであろう．
景観資産は地域住民の理解と誇りなしに継
承できない．景観資産は何よりも地域の価値
について，地域の人々に気付きを与えること
である．瀬戸内海の豊かな景観資産の固有
性，多様性，重層性等について気付きを与え
ることは景観が均質化していく近現代社会の
中で大きな意義がある．同時に，外部の人々
も評価し，住んでよし訪れてよしの地域づく
りが可能となる．しかし，景観資産について

は，その方策が確固としたものでなければ普
及しない．さらに，地域住民のみならず，行
政，公益法人，ＮＰＯ等が連携しない限り，
真に価値を発揮しない．最善の方策は地方公
共団体が景観法等の法令で権威付けることで
ある．ここでは，行政レベルに乗せることを
念頭に，表－2のとおり，瀬戸内海景観資産
登録制度骨子案を提案しておきたい．

引用・参考文献

コルバン，アラン2002小倉孝誠訳『風景と人間』藤

原書店

瀬戸内海環境保全協会2007『瀬戸内海は語る せと

うち風景写真集』瀬戸内海環境保全協会

中国新聞社1960『瀬戸内海』中国新聞社

中国新聞「新せとうち学」取材班1998『海からの伝

言 新せとうち学』中国新聞社

仲摩照久1930『日本地理風俗大系』新光社

西田正憲2011『自然の風景論』清水弘文堂書房
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表－2 瀬戸内海の景観資産制度骨子案

1．趣旨
瀬戸内海地域は，固有の自然・歴史・文化に根ざして，自然景観と人文景観の融合した多様な景観から
なる豊かで美しい里海の景観を形成してきた．この豊かで美しい里海の景観は，来訪者のみならず地域
住民にとっても様々な価値を有する景観資産である．
瀬戸内海地域固有の特徴を表す景観資産を登録することによって，あらゆる人々がその価値を共有し，
地域の魅力を発信するとともに，景観保全形成活動等を誘導し，もって豊かで美しい里海の景観の継承
に寄与する．
2．対象地域

瀬戸内海の海域，島嶼，沿岸域，眺望景観等を対象とする．
3．景観資産
（1）分類

登録する景観資産は，瀬戸内海地域固有の特徴を表す優れた景観で，次の景観等とする．
① 自然景観

干潟，藻場，海浜，河川，湿原，森林，山岳等
② 農林漁業景観

段々畑，棚田，花卉栽培，ため池，用水路，養殖，漁船，漁港等
③ 商工業景観

石切場，塩田跡，市場，商店街，加工業，製造業，工場，コンビナート等
④ 交通運輸景観

橋梁，港湾，航路，灯台，土木遺産等
⑤ 建築・街並み景観

神社仏閣，建築，アート，集落，都市等
⑥ 眺望景観

眺望対象と視点場
（2）対象外

既存の法令で保全されている景観は対象外とする．
（3）区域等

登録制度は保護制度ではないので，景観資産の区域は明定しないが，登録にあたっては主たる景観資
産の所有者等の同意を得なければならない．



どの島にもマルチな人が必ずいるものだ．
2004年に連載のため取材した周防灘の祝島
（山口県上関町）の平萬次（当時七一）もその
一人である．島に上陸すると，翁は耕運機で
待ってくれていた．
「腰を荷台にストンと落としてな，何かに
ぎっといた方がええよ」
目的の棚田は歩くと一時間，耕運機でも三
十分．車では行けない．ロケハンで一度乗っ
た写真記者は楽しそうだが，こちらは恐る恐
る荷台に乗る．祝島独特の練り塀の町並みを
抜け，舗装路はやがて凸凹道になる．時折片
側ががけになり，岩に砕ける波しぶきが真下
に見える…．
「じいさんは八十歳で死ぬまで，田を開い
ておりました．先祖伝来の田はなかったんで
す」
ようやくたどり着いた三枚の棚田と見上げ
るような石垣．雑木で隠れたふもとまで，高
低差は三十数メートルはある．萬次の祖父亀
次郎は大正末期，この地で田を開いた．
祖父は萬次の父義治を四十歳で失った
ショックで一時，開墾をやめたが，戦後，七
十代で再びくわを振るい，昭和三十年代初め，
今の四十アールの棚田ができた．成人した萬
次も手伝った．ミカン畑にかなり変わったも
のの，二・五アールの水田は健在だった．

「石はここから掘り出す．道具も作る．作
業小屋では牛も飼うてね」
祖父は石工．夏はイワシ網漁師，冬は杜氏

が副業だったマルチ人間だった．田を開く
時，傾斜地の石は重力で下に落とし，てこで
動かした．起重機も作った．
牛に土を運ばせた台車のコロは今，小屋の

玄米貯蔵タンクの台座として残る．萬次も働
き盛りには石工で稼ぎ，現役を退いてからこ
の土地を耕し続ける．思えば石工は瀬戸内海
の典型的な出稼ぎ仕事だったのだ．
「最近は草を刈ってくれる人，棚田を見に

来る人が多い．防腐剤の廃油を黒く塗った小
屋の色まで『これがええ』ゆうて…」
「石垣を讃える会」の佐々木卓也が調査し

て以来，世に知られるようになった．「平さ
んの棚田まで○キロ」の道標は控えめだが，
頼りになる．見学する人を見かけると，ビワ
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異邦人のまなざしに学べ

●略歴 1957年
1980年
1980年

島根県生まれ（さたお しんさく）
大阪市立大学文学部卒業
中国新聞社入社
記者，編集委員，文化部長，論説副主幹などを経て
2015年から論説主幹．著書に「風の人 宮本常一」など．

ジ ャ ー ナ リ ス ト の 瀬 戸 内 海 ７

中国新聞社
論説主幹 佐田尾 信作

石積みの練塀が残る祝島（山口県）の集落



の葉をちぎってあぶり，お茶にして振る舞う
こともある．
「かくて，石にも花は咲く」
「ものと人間の文化史 石垣」（田淵実夫著，
法政大学出版局）という一冊で見つけた言葉
だ．石垣は見かけの彩りこそないが，人の知
恵と汗の「花」．
「じゃけど，わしが死んだら後は原野に返
るだけよ」

それから月日が流れた．昨年夏，久々に祝
島に上陸した．4年に1度の「神舞」を見よ
うと，広島港から日帰りのチャーター船に
乗って島に向かった．船は広島湾を南進し，
大島大橋の下をくぐった後は室津半島沿いを
時計回りに航行する．2時間ほどで目的の島
影が見えてきた．
大分県国東半島から御座船に乗せた神様を
招き，祝島で3日間にわたって神楽を奉納す
る祭事だ．乗った船は浮桟橋のない岸壁に横
付けして乗客50人は舞殿に参り，再び船から
入船神事を観覧した．舞殿近くに「平さんの
棚田」の小さな標識があって懐かしかったが，
団体行動なので訪ねていけないのは致し方な
い．
キャンセル待ちも出たほどのツアーで，乗
客たちの関心は神舞だけでなく，島々を眺め
ながら直航する船便自体にあるとみた．
新幹線に飛行機，高速道を使えば，遠くへ
の旅もどんどん便利になっていく．しかし祝
島のような離島は，いずれの「恩恵」とも無

縁である．地図の上の距離は変わらないの
に，近くの海や島ほど遠いと感じざるを得な
い．
とはいえ瀬戸内海の旅は，訪日客も増えて

追い風を受ける．瀬戸内しまなみ海道をはじ
めとする架橋の効果は大きいのだろう．観光
パンフの多くは，名所旧跡に加えて島や半島
の高台からの眺望を売り物にする．だが100
年のスパンで顧みれば，この海を称賛した異
邦人たちは少し違う．
元国立公園管理官の知見を生かした西田正

憲の著書「瀬戸内海の発見」（中公新書）を読
み返す．幕末から明治にかけて，欧米人が称
賛したこの海の風景は移動する視点から眺め
る「シークエンス景」だった．彼らにしてみ
れば運河を行くような船旅である．

「新しい島が次ぎ次ぎと現れる．景色は絶
え間なく変る．その突端の後からも新しい景
色が飛び出してくる」（ドイツの地理学者リ
ヒトホーフェン）
「船が向きをかえるたびに魅するように美

しい島々の眺めがあらわれ，島や岩島の間に
見えかくれする日本（本州）と四国の海岸の
景色は驚くばかりで―」（オランダ商館付医
師シーボルト）

こうしたまなざしを今の私たちは共有でき
ていない．多くの航路は本土と島，島と島を
限られた海域で結び，しかも架橋の余波で休
廃止に追い込まれる一方だ．
この夏，別の日に訪れた大三島（愛媛県今

治市）では，大山祇神社の参道に続く宮浦港
が航路から外れていた．しまなみ海道のイン
ターチェンジ（ＩＣ）で下車するルートがで
きて，かつてのにぎわいが門前町にないとい
う．このため建築家伊東豊雄のチームが参道
の途中に法務局出張所の建物をリニューアル
したカフェを営み，にぎわいづくりを模索す
る．
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祝島の4年に1度の神舞



対照的に，大三島の北の大久野島（広島県
竹原市）はネットで世界に広まったウサギ
ブームで，この夏も港の混雑ぶりが伝えられ
た．「毒ガス製造の島」「地図にない島」とし
て知る者には隔世の感があるが，現代の異邦
人たちを点と点，つまり島と島を結ぶ旅にい
ざなうには，どうすればよいのだろう．
「瀬戸内海の発見」にヒントがある．かつ
て欧米人たちが瀬戸内海を眺めて，湖や河川，
運河や海峡など西洋の多様な風景になぞらえ
たことだ．それはトルコのボスポラス海峡で
あったり，ノルウェーのフィヨルドであった
りする．現代の異邦人たちに，逆にそれを
知ってもらう手があるはずだ．

明治から大正にかけて香川県の政治家小西
和が提唱し，瀬戸内海が日本最初の国立公園
に指定されてから80年余り．その景観と人の
営みについて，現代人は明快なイメージを
持っているのだろうか．芸予諸島を中心に長
年撮影を続ける広島県尾道市の写真家村上宏
治は「今の若者は『瀬戸内海』という言葉さ
え口にしなくなった」と危ぶんでいる．以下
は村上と私の一問一答である．
－「瀬戸内海」という言葉が廃れつつある
のでしょうか．聞き捨てなりませんね．
地元の大学で写真を教えていますが，学生
が「瀬戸内海」という言葉を口にしなくなり
ました．「尾道の海」という言い方です．「瀬
戸内海はどこからどこまでかな」などと聞く
と煙たがられる．国立公園の意味も考えたこ
とがない．島々に関心があるアーティストで
さえ海域として捉えている人は少なく，あく
まで「点」なんですね．
－しかし，今の若者の認識不足だけでもな
さそうです．
われわれ大人がそうです．近くても互いの
島をよく知らない．自分の島のことも突っ込
まれるとうまく答えられない．だから地元を
自慢しなければならない時は，知らないよそ

の土地を悪く言う心理が働くのでは．僕は向
島（尾道市）の生まれですが，時に「なんも
ないだろ」などと言われて心外です．
－朝鮮通信使は鞆の浦（広島県福山市）な

どを絵のような風景とたたえました．内海多
島海として称賛するのは，19世紀に日本を旅
した欧米人たちでした．
シーボルトが最初です．英国の外交官オー

ルコックの紀行「大君の都」を愛読していま
すが，彼らの目を通して瀬戸内海は「発見さ
れた」といえます．内海多島海という地理的
概念が彼らにはあった上，島々を縫うように
航海したから気づいたんでしょう．陸からで
は分からない．寺社仏閣や城の天守閣，港や
段畑など人の手でつくられた景観も称賛して
いるんです．
－古い絵はがきからも，彼らの関心事が分

かるようですね．
個人で約6千枚を集めています．名所だけ

でなく商店街や町並み，ブリ市やタイ網など
の絵柄も多い．訪れた外国の船乗りや造船技
師，福音船の宣教師たちが買い求めたようで
す．僕はゴッホの展覧会に関わる仕事もしま
したが，来日していないこの巨匠も写真を通
じ，いたく感銘したことが分かっています．
－そこで，実際に小さな釣り船を出して追

体験しようと．
撮影の仕事もさることながら学生に見せて

やりたいと思いました．下蒲刈島（広島県呉
市）あたりから北木島（岡山県笠岡市）あた
りまで出ますが，海域によって「海の質」が
まるで違う．べたなぎだと思って油断する
と，不意打ちを食らうことがある．お寺で勉
強させてもらった密教でいうなら，しまなみ
海道を挟んで西の海は慈悲に包まれた「胎蔵
界」，東の海は煩悩を打ち破る「金剛界」とい
えるでしょう．
－19世紀とは違い，人間の肉眼以外のメ

ディアもあります．
潮の流れや海上の気圧の変化などを可視化
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したいと思い，静止画を編集してこま送りす
る「微速度撮影」を試みています．ユーチュー
ブ（動画サイト）で公開したばかりです．
－海から見ると，大切にしたい風景はまだ
残っていますか．
例えば，いい風待ち港は向島にありますね．
扇形で，船がびっしりきれいに並ぶことので
きる港．島の植生が美しいのは，生口島や高
根島（いずれも尾道市）などでしょうか．ミ
カン畑だけでなく，それ以外の畑も中腹まで
耕されています．
土地の伝承も大切にしたい．大崎上島（広
島県大崎上島町）では，半年間聞き取りをし
てから撮影に入りました．
－瀬戸内海といっても発信するイメージは
まちまちでは．
これもネットですが，僕のフェイスブック

（交流サイト）にフランス語版をつくりまし
た．欧州では最も瀬戸内海を旅したがってい
る人が多い，という話を聞くからです．そこ
から彼らの関心事をくみ取りたい．ですが，
海外から人を呼べる空間にするには，地元の
理解が先です．それぞれの個性を認め合い，
「瀬戸内海合衆国」のような意識を持ちたい
ものです．

訪日客誘致の策として大型クルーズ船の話
題がよく出る．それもいいが，カジュアルな
旅をする人たちには，もっと小回りの利く提
案をしたい．数日かけて船で島々を巡る「移
動大学」「ツアーカレッジ」あるいは「大人の

修学旅行」のような試みはどうか．私も講演
の折に提唱してきたが，自転車も積み込んで
上陸し，島民が知る土地土地の良さに耳を傾
けるのだ．瀬戸内国際芸術祭などは「大人の
修学旅行」といっていい．
民俗学者宮本常一は，大久野島に「海上大

学」を開いてはどうか，と提唱していた田辺
壽利・東京水産大学教授のことを書き留めて
いた（「私の日本地図6 芸予の海」未来社）．
「瀬戸内海は海の世界なのだ．だから陸か

ら海を見るのではなく，海から陸を見，海の
利用を中心にして開発することが大切ではな
いかと思う．そのために，そういう目的と方
法を持つ大学をここにたててみてはどうかと
思って，今奔走している」
1960年代のことだが，宮本は田辺の構想を

このように聞いていた．正規の大学を指すの
か，あるいは宮本が晩年に郷里の周防大島（山
口県）で主宰した「東和町郷土大学」のよう
な私塾を指すのかは不明だ．しかし，海から
陸を見る，という発想は宮本の琴線に触れる
ものがあったに違いない．
ご存じの方も多いと思うが，離島の後進性

からの脱却に心血を注いだ「離島振興の慈父」
宮本は晩年になって「海から見た日本」とい
う命題に行き着く．それは未完に終わった
が，今は「日本文化の形成」（講談社学術文庫）
によって，一端を知ることができよう．
宮本に「消えゆく詩－篝火・夜船の汽笛・

船旅と寄り物」（一九七八年）という美しい一
文がある．それによると，帆船が航行してい
た時代の瀬戸内海には「沖ウロ」という言葉
があったそうだ．
海が荒れると途中の入り江や湾内で風待ち

をした時代である．その船に向けて，島々か
ら小さな船で野菜など物を売りに出る小商い
である．汽船の時代になると，風待ちをする
こともなくなり，そんな言葉も死語になった
のだろう．
宮本に言わせれば，「近頃の船は全くすま
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しこんで海を走っていく」．それまでは小さ
な島々でも船でにぎわっていた．しばしば訪
ねる大崎上島（広島県）の木江は，造船と花
街でにぎわったものの，今は古い町並みの方
は見る影もなく老朽化するばかりだ．

ただ一つ，希望が持てるのは，瀬戸内海の
少なからぬ島々に志を持って移り住む人が増
えていることだろう．周防大島の「瀬戸内
ジャムズガーデン」を営む松嶋匡史はその一
人だ．生まれたての店のことを初めて記事に
したのが私なので，千客万来の今がうれしい．
訪日客の誘致策は大切だが，もっと大切な
ことは地元の住民が足下の島々を巡ってみる
ことだと，提言してきた．幸い近年は，忽那
諸島（愛媛県松山市）など広島からは行きに
くい島々を巡るチャーター船ツアーも企画さ
れている．宮本先生，すましこんで走り抜け
る船だけでもなさそうですよ，と告げたい気
がする．（敬称略，写真はいずれも筆者撮影）
※本稿は筆者が執筆した中国新聞の記事に
大幅加筆したものです．
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会 員 レ ポ ー ト

１．はじめに
奈良県を流れる水系は，「大和川」，「淀川」，

「紀の川」，「新宮川」の4水系であり，中でも
「大和川」は，本県を横断し，大阪湾へ流れ込
む大きな河川です．「大和川」が流れる大和
盆地には，多くの人々が生活しています．そ
のため，高度経済成長に伴い，人々の生活が
豊かになる一方で，環境汚染が深刻化し，「大
和川」においても，生活排水や事業場排水の
影響により，水環境は悪化の一途をたどりま
した．
本県の豊かな自然環境を保全し，「大和川」
の清流を復活させるべく，水質改善のため
種々の取組を行っています．ここでは，「大
和川」の水質の現況と水質改善に向けた取組
について紹介します．

２．「大和川」の水質の状況
本県では，平野部における降水量が少ない
ことに加え，大和川水系の保水能力が低いこ
とから，水質が悪化しやすい環境にあります．
そのため，「大和川」は全国的にも水質が悪く，
水質汚濁の状況を示すBOD（又はCOD）値に
ついては，一部の環境基準点において未達成
の状況にあります．しかしながら，大和川水
系の水質は10年前の平成18年度に比べて大き
く改善してきています．
表－1では，平成27年度までの過去5年間
の環境基準達成率の推移について，図－1で
は，各水系のBOD値と汚水処理人口普及率の
推移について示しています．

３．河川水質改善に向けた取組
⑴ 大和川清流復活ネットワークの運営
国土交通省，奈良県，大和川流域市町村，

民間団体等で構成しており，具体的な取組方
針の検討や，情報共有，啓発活動などを通し
て，各主体がそれぞれの役割において「大和
川のきれい化」に向け，取組の推進を図って
います．

⑵ 奈良県大和川水質マップの活用
「大和川」の汚濁の原因の約7割は，生活

排水によるものとされています．そのため，
住民の環境への配慮を促すことが，水質の改
善につながると考えています．
そこで，本県では，河川の水質測定結果を

速やかに公表し，さらにイラスト化すること
で，よりイメージし易く，身近に感じてもら
えるように，「奈良県大和川水質マップ」を作
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「大和川のきれい化」に向けた取組について

表－1 大和川水系における環境基準達成地点数
及び達成率の推移（H23-H27）

環境基準 H23 H24 H25 H26 H27

達成数 17/21 18/21 13/21 18/21 19/21

達成率 81% 86% 62% 86% 90%

図－1 各水系のBOD値と汚水処理人口
普及率の推移

奈良県くらし創造部景観・環境局環境政策課



成しています．各測定地点の水質測定状況を
リアルタイムで確認でき，各流域市町村別の
排出負荷量も見ることができるため，自身の
生活エリアがどの程度河川の汚濁に関係して
いるかがわかります．

⑶ 大和川水質改善強化月間の実施
本県の平野部は年間を通して降水量が少な
い地域ですが，冬は特に降水量が少なくなる
ため，河川の水量は少なくなります．
さらに，水温が低下し，微生物の浄化作用
が弱くなることから，水質が悪くなりやすい
状態にあります．
そのため，最も水質が悪くなりやすい2月
を「大和川水質改善強化月間」に位置付け，
スーパーやドラッグストア等と協力して，水
質改善を呼びかけるチラシの配布及び店頭で
のポスター掲示，流域市町村の主要な駅等で
の啓発物品の配布等，様々な啓発活動に取り
組んでいます．

⑷ 大和川一斉清掃の実施
県では，年に一度「大和川」の各支川など
で，「大和川一斉清掃」を実施しています．こ

の取組は，県民のみなさんにも参加していた
き，ポイ捨て防止や水質改善など，環境保全
のこころを育む大切な取組となっています．
今年度は，過去最多となる総勢約9,100名に
参加・協力いただき，約37tのゴミを回収する
ことができました．

４．その他の水系での取組
県では，「紀の川」水系の吉野川において，

釣りやキャンプで行楽客が増える夏休みシー
ズンを対象に，流域市町村と協力し，バーベ
キューの食べ残しなどのごみの持ち帰りを促
すため，吉野川マナーアップキャンペーンを
実施しています．

５．おわりに
「大和川」をはじめ，各水系の清流を守り，
豊かなめぐみを後世に引き継ぐために，自然
のすばらしさを知ってもらうことが大切で
す．日々の小さな心がけが，大きな力になっ
ていきます．
地域の人々の生活と自然環境を守るため，

行政機関，民間団体，地域住民が連携・協働
する体制づくりを進めたいと考えています．
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会 員 レ ポ ー ト

１．はじめに
愛媛県では，（公社）瀬戸内海環境保全協会
が実施している「里海づくり支援事業」（以下，
支援事業）を活用して，毎年，瀬戸内海沿岸
地域の子どもたちを対象に環境学習会や自然
観察会を実施しています．
支援事業では，地域住民等に対する瀬戸内
海の環境保全意識の啓発，理解及び活動参加
の推進を図るため，会員府県市が実施する人
と自然が共生する「里海づくり」に係る環境
学習事業や環境ボランティア人材育成事業に
対し，生きものの冊子等の資材を提供してい
ただいています．
本県における平成28年度の実績は，7市町
の管内で13回実施し，延べ330人が参加して
います（各種団体が実施している水生生物調
査は除く）．そこで，平成28年度に実施した
取組みについてご紹介します．

２．環境学習会及び自然観察会の目的
八幡浜保健所等では，各地域の小中学校等
を対象として，次世代を担う子どもたちが生
涯を通じて心身ともに健康で安全な生活を送
るため，職員の専門性を生かした環境学習の
一環として「出前教室」を実施しています．
自然保護課では，森林と共生する文化の創
造を県民一体となって推進するとともに，自
然環境保全に対する県民意識の高揚を図るた
め，子どもたちを対象に，豊かな生態系を育
む森林等（山・川・海）において，植樹など
の自然再生活動体験や野外学習等の自然観察
会を実施しています．

３．環境学習会及び自然観察会の実施
環境学習では，ペットボトルで作製した「簡

易ろ過器」（河川がもつ「自然浄化作用」をイ
メージ）を使用して，醤油や洗剤等を水道水
で希釈した試験溶液をろ過しました．その
後，ろ過前後の溶液及び比較検討するための
水道水のＣＯＤをパックテストで測定し，汚
染状態の違いを確認しました．また，身近な
川や池の水質も確認しました．
自然観察会では，里山における生きもの観

察やライトトラップを使った昆虫観察，干潟
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希少野生動植物の観察会

環境学習会

ハッチョウトンボ



の生きもの観察等を提供された資材（冊子，
ルーペ等）を活用して調査しました．また，
あわせて自然観察を行う際のポイントやマ
ナーについて学びました．

４．結果
今回の環境教室の実験を通じて，身近にあ

る醤油や洗剤等のわずかな量でも水質に大き
な影響を与えることや，自然の浄化作用によ
り，汚れた水がきれいになることなどを理解
しました．また，自分たちの住んでいる身近
な川の水質も良好であることが確認できまし
た．実際に体験した子どもたちからは，「き
れいな川を汚さないように気をつけたい」，
「環境に対する意識がかわった」などという
声を多く聞くことができました．
自然観察会では，本県が指定している特定

希少野生動植物である「ハッチョウトンボ」
や「トキワバイカイツツジ」を確認すること
ができました．また，干潟等ではゴカイなど
の多数の海岸動物を確認することができまし
た．参加した子どもたちからは，「身近な場
所に希少野生動植物がいることに感動した」，
「来年も参加したい」，「自然を大事にしたい」
といった意見を聞くことができました．

５．おわりに
愛媛県では，今後も支援事業を活用して次

世代を担う子どもたちを対象に，環境保全に
対する普及啓発をより一層行うとともに，今
ある「里山」や「里海」を守るため，積極的
な取組みを実施していきたいと考えていま
す．
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会 員 レ ポ ー ト

１．はじめに
兵庫県は，北は日本海，南は瀬戸内海の2
つの海に接しており，中央部には中国山地が
東西に横たわっています．
南部の瀬戸内海沿岸は阪神工業地帯や播磨
臨海工業地帯といった日本有数の重化学工業
の集積地となっており，近畿圏最多の工場立
地数となっています．特に，南東部の阪神間
はベッドタウンとしての性質があり，全人口
の約6割を占めます．
一方で，中部から北部にかけては農林水産
業が主な産業であり，過疎地や豪雪地帯も抱
えています．
また，姫路城を代表とする文化遺産や歴史
遺産，鳴門の渦潮などの自然遺産にも恵まれ
ています．
さて，当連合会は，昭和30年9月に兵庫県

「蚊とはえのいない生活推進協議会」として
設立し，昭和44年4月に社団法人兵庫県保健
衛生組織連合会に，平成24年4月に一般社団
法人に改組し現在に至ります．
市町の区域における地区衛生組織の連帯を
図り，これらを育成強化するとともに，直接
地域住民に対して保健衛生の啓発事業を行う
ことによって，地域住民が保健衛生等に関す
る活動に積極的に参加するような気運を醸成
し，地域住民自らの手によるこれらの活動を
通じた健康水準の向上及び環境の浄化を図
り，もって住みよい社会づくりに資すること
を目的としています．
当初，神戸市以外のほとんどの市町が参加
し，活発に活動していましたが，時代と共に
衛生環境が整備され，当初の目的がほぼ達成

出来たことなどの理由から退会が相次ぎ，現
在では11支部での活動となっています．

２．大会の開催
第60回兵庫県保健衛生大会を平成28年7月

8日（金）兵庫県公館において，保健衛生推
進員の保健衛生・環境衛生意識の向上と各支
部の交流と連携を図るため開催しました．
（参加者約200人）
兵庫県知事感謝状贈呈
（保健衛生・環境美化推進功労者，功労団
体，模範地区）

（一社）兵庫県保健衛生組織連合会長表彰
状贈呈（地区衛生組織活動功労者）

特別講演｢再生可能エネルギーの現状と将
来展望」慶応義塾大学医学部教授医学博士
井上浩義氏

― 45 ―

兵庫県保衛連活動

一般社団法人兵庫県保健衛生組織連合会事務局

兵庫県保健衛生大会

組織図



３．保健衛生推進員指導者研修会
県内5ブロック（東播磨・北播磨・但馬・
丹波・淡路）において，保健衛生推進員を対
象に環境保全，健康づくり等をテーマとする
指導者研修会を実施しました．
コープこうべ六甲アイランド食品工場見
学（エネルギーやごみなどの『削減とリサ
イクル』への意識を高める）

神戸発電所見学（発電の仕組みと共に，都
会におけるライフラインの確立，地域への
エネルギー供給，環境保全を学ぶ）

ダンボールコンポスト普及
クリーンパーク北但施設見学（ごみを通じ
て，資源と環境の大切さを学ぶ）

４．保健衛生及び環境美化推進地区活動
環境美化運動の推進
地域周辺の一斉清掃活動
道路や公園，河川や水路，海岸漂着ごみの
回収など普段は実施が難しい場所の清掃や
除草等を行う．

ポイ捨て，フン害，不法投棄防止キャン
ペーン等
ポイ捨て禁止や犬のフンの始末啓蒙看板作
成，設置
街頭での啓発グッズの配布
不法投棄防止のパトロール実施や看板，防
止ネットの設置

アイドリングストップ推進運動，マイバッ
グ持参運動
市内店舗の来店者やイベントの来場者に対

し，キャンペーングッズを配布し，運動の
実践を呼びかける．

精霊流しに関する活動
古くからお盆の風習として受け継がれる精
霊流し行事が海や河川を汚し，蚊やハエの
発生源となるため，伝統的な部分は残しつ
つ，お供え物の持ち込み会場を設け廃棄物
の適正処理の取りまとめを行う．

環境保全の普及啓発
資源リサイクル施設視察研修
リサイクル懇談会の開催
ごみの発生・排出抑制及び資源ごみの分別
の徹底と資源化の拡大

５．おわりに
環境問題は今や，地球規模での喫緊の重要

課題となっており，当連合会でも次世代のた
めに，新たな方向性を示す時期に来ているの
ではないかと考えております．
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海岸漂着ごみの回収

マイバッグ持参運動のキャンペーン

精霊流し



会 員 レ ポ ー ト

１．はじめに
当センターは，阪神・淡路大震災を契機に
平成8年4月，財団法人兵庫県建設技術セン
ターとして兵庫県及び県内市町における建設
技術の向上と公共事業の効率的な推進を支援
する専門機関として設立され，以来，関係の
皆様の温かいご支援を戴き，お陰をもちまし
て20周年の節目を迎えたところです．
この間，財団法人兵庫県都市整備協会，財
団法人兵庫県下水道公社との統合，埋蔵文化
財調査部門の移管を経てきました．

２．事業体系
当センターは，高度な技術力を有する公益
財団法人として「設計・積算・工事監理」「下
水道施設の維持管理・建設支援」「まちづくり
支援」「埋蔵文化財調査」と，これらを支える
「技術の拠点・技術者育成」を加えた五つを柱
とし，効率的な社会基盤の整備・管理及び開
発と文化財保存の調和に取り組んでいます．

３．各種支援活動
五つの柱のもと，次の各種支援活動に取り
組んでいます．

◆「設計・積算・工事監理」
・大規模，特殊工事等の設計･積算･工事監理
・インフラ老朽化対策
・防災減災対策，災害復旧工事

◆「下水道施設の維持管理・建設支援」
・流域下水道施設等の維持管理
・公共下水道の建設・改築支援，下水道知識
の普及啓発

・排水設備技術者資格試験

◆「まちづくり支援」
・都市計画･土地区画整理事業の調査，計画
・住民主体のまちづくりへの専門家派遣，活
動助成

・修景助成，修景支援，景観形成等活動助成

◆「埋蔵文化財調査」
・開発に伴う発掘調査
・出土品整理
・埋蔵文化財の公開と活用
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公益財団法人 兵庫県まちづくり技術センターの
取り組みと環境保全

公益財団法人 兵庫県まちづくり技術センター 下水道事業部

図－2 流域下水処理場での見学会

図－1 事業体系



◆「技術の拠点・技術者育成」
・技術情報の管理・提供，新技術の導入
・災害時支援活動，災害緊急現場支援技術者
講習
・技術公務員の階層別，専門分野別研修

４．設立20周年記念式典
「兵庫創生の実現をめざして」をメインテー
マに，平成28年11月22日に兵庫県公館で設立
20周年記念式典を開催しました．
記念式典では，当センター20年の歩みを振
り返るとともに，引き続き，県・市町を積極
的に支援し，兵庫創生の実現をサポートして
いくことを確認しました．
さらに，沖村孝神戸大学名誉教授の基調講
演，社会基盤の専門家等による記念フォーラ
ムでは，兵庫創生の実現に向け，当センター
に期待する役割について提言がなされまし
た．
詳しくはホームページを参照してください．
（https://www.hyogo-ctc.or.jp/ctc/20th/pdf/e
vent19.pdf）

５．瀬戸内海の環境保全への取り組み
平成21年4月1日に財団法人兵庫県下水道
公社（昭和60年4月設立）を統合したことに
伴い，当センターの設立目的に「生活環境の
改善及び公共用水域の水質保全に寄与するこ
と」が追記されました．

下水道事業部は，各種支援活動のうち，こ
の目的を達成するための「下水道施設の維持
管理・建設支援」を担当しています．
そのうち，瀬戸内海の環境保全に関わる業

務について，主な取り組みを紹介します．
⑴ 流域下水道施設等の維持管理
ア 流域下水道事業に係る維持管理
兵庫県が流域別下水道整備総合計画（大阪

湾，播磨灘）の中で流域下水道事業を位置づ
け，整備を進めてきた「武庫川」「加古川」「揖
保川」及び「猪名川」の4流域6処理区にお
ける維持管理業務（猪名川は管渠のみ）を兵
庫県から受託しています．

イ 流域下水汚泥処理事業に係る維持管理
阪神・播磨地区における下水汚泥の処理，

処分について，兵庫東流域下水汚泥広域処理
場及び兵庫西流域下水汚泥広域処理場の維持
管理業務を兵庫県から受託しています．

ウ 包括的民間委託の実施
流域下水道及び流域下水汚泥処理施設の運

転管理業務について，コスト縮減を図るため，
平成21年度から民間事業者の創意工夫を活か
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図－３ 設立 20 周年記念式典

図－４ 流域下水道事業計画箇所図

表 流域下水汚泥処理事業の関係市町等

名称 関係市町等

兵庫東 兵庫県（武庫川上流・下流）
尼崎市、西宮市、芦屋市

兵庫西 兵庫県（揖保川）
姫路市、たつの市、太子町

計 ３流域下水道、５市１町



した包括的民間委託を導入しています．

⑵ 公共下水道の建設，改築支援
ア 建設支援
市町が実施する公共下水道建設事業の積
算・工事監理及び公共下水道施設の設計業務
を受託し，建設を支援しています．
近年は，主として播磨・淡路地区の市町の
管渠建設を支援し，瀬戸内海の環境保全に貢
献しています．

イ 改築支援
市町が実施する施設の長寿命化計画策定及
び改築・更新工事の設計・積算・工事監理業
務を一貫して受託し，下水道施設の計画的な
改築を支援しています．

瀬戸内海の環境保全に関わる播磨・淡路地
区でも支援しています．

６．おわりに
当センターは，今後とも自治体のニーズに

的確に対応し，より信頼され，期待に応えら
れる総合的な行政支援機関としての役割を果
たすこととしています．
下水道事業部におきましても，流域下水道

及び流域下水汚泥処理施設における維持管理
の更なる効率化，市町下水道事業の支援強化，
積極的な下水道普及啓発活動などに取り組
み，生活環境の改善及び公共用水域の水質保
全により一層貢献していきたいと考えていま
す．
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図－５ 中央監視室での運転管理状況

図－６ 流域下水処理場及び下水汚泥広域処理場

図－７ 管渠建設工事の工事監理業務

図－８ 処理場改築工事の工事監理業務

改築前

改築後



研 究 レ ポ ー ト

1．はじめに
山口湾に位置する椹野川（ふしのがわ）河
口干潟（南潟）では，椹野川流域の住民を中
心にアサリ復活を目標に掲げた「里海づくり」
に取り組んでいる．しかし，南潟のアサリは
食害生物による捕食等により，漁獲可能なサ
イズまで生存させるためには網の設置等の保
護対策が必要である（図－1）．

アサリの不漁が海における全国的な問題で
あるのに対し，森における全国的な問題とし
て竹林面積の拡大がある．竹林面積は昭和50
年代後半から拡大したとされ，平成19年度の
林野庁業務資料によると，山口県の竹林面積
は鹿児島，大分に次いで全国3位となってい
る．
そこで，椹野川流域の森で山林管理のため
に伐採された竹を有効活用し，南潟でアサリ
を保護育成する新たな流域連携手法について
検討したので報告する．

2．調査方法
内径約 10 cmの孟宗竹を約 1.5 mの長さに

切り，節を除し，両端を樹脂製メッシュで覆っ
たものをアサリ育成容器（以下，竹筒）とし
た．竹筒は波の抵抗を抑えるため，地面に横
向きに寝かせて設置し，上部には幅 1 ～ 2
mmの海水交換用スリットを数か所開けた．
なお，干潟への設置は鉄筋杭を用いた（図－
2～3）．
南潟において，以下Ⅰ，Ⅱ，Ⅲの試験区を

設定し，アサリ保護育成効果を検証した．
Ⅰ．成貝投入区（A1，A2，A3）
竹筒にアサリ成貝及び砂利（約 1 cmφ）を

投入した．アサリは南潟に生息している殻長
30 mm以上の成貝を用い，竹筒 1 本につき
アサリ 15 個体を投入した．
Ⅱ．稚貝投入区（J1，J2，J3）
竹筒にアサリ稚貝及び砂利を投入した．な

お， 15 cm× 15 cmのコドラートで南潟の表
層数ミリの砂泥を2回採取し， 1 mmメッ
シュでふるい，ふるい上に残ったものをアサ
リ稚貝とした（同時採取した試料（n=3）の
計数結果から，予想される投入個体数は，竹
筒1本当たり平均 57 個体）．
Ⅲ．自然着底区（N1，N2，N3）
竹筒に砂利のみを投入した．
なお，ⅠからⅢの試験区は南潟沖側の砂質

地点（D.L. 約140 cm）に設定した．
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孟宗竹を用いたアサリの育成試験
―新たな流域連携手法の検討―

山口県環境保健センター環境科学部
専門研究員 惠本 佑

●略歴 1982年
2006年
2008年
2008年
2010年
2013年

山口県生まれ（えもと ゆう）
長崎大学水産学部卒業
長崎大学大学院生産科学研究科（水産学専攻）修了
山口県入庁
山口県環境保健センター環境科学部 研究員
現職

図－１ 被覆網設置による食害防止

エイによる捕食行動の痕



いずれの試験区も春（5月）に竹筒を設置
し，秋（9月）と冬（3月）にアサリの生残・
成長・新規着底状況等を調査した．

3．結果と考察
竹筒内のアサリ生残個体数と生残率を表－

1に，殻長の変化を図－4に示す．ただし，
A1は調査時に死亡した4個体を母数から除
した．また，J2は9月の調査以降に竹筒ご
と消失したため，3月は欠測となった．

成貝投入区（A1，A2，A3）の生残率は
A3を除くと高く，A2では100％生残した．
A3はアサリを捕食するアカニシの混入が確
認されたため，食害による生残率の低下が疑
われる．殻長は，調査開始時が37.4±1.4 mm
（n=5）であったのに対し，終了時が36.2±5.
5 mm（n=34）であり，殻長の成長は見られな
かった．調査終了時の平均殻長が減少してい
るが，これはA1とA3で，新規稚貝の自然
加入があったためである．
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図－２ 竹筒の構造

図－３ 竹筒の設置状況

図－４ 調査終了時のアサリ殻長

図－５ 竹筒内にいたアカニシ



稚貝投入区（J1，J2，J3）は，稚貝数57
個体を初期投入量と推定した場合，J1の生
残率は90％以上であった．なお，J3はA3
と同じくアカニシの混入がみられた．殻長
は，スタート時の推定殻長4.3±1.9 mm（n=
171）に対し，終了時には23.3±3.1 mm（n=
88）に成長した．
自然着底区（N1，N2，N3）は，アサリ
の浮遊幼生が竹筒内部に着底し，9月の調査
時には竹筒1本当たり約100個体のアサリが
生息していることが確認されたが，3月の調
査時には約4割のアサリが死亡した．アサリ
死亡の原因は不明だが，アサリの成長に伴い，
互いに競合した可能性がある．
殻長は，5月の時点では浮遊幼生であり，
肉眼で目視不可能だったアサリでも，翌年の
3月には20.6±3.6 mm（n=192）まで成長する
ことが分かった．
調査終了時に竹筒の内部に生息していたア
サリ以外の生物は図－6のとおり．マガキは
主に自然着底区に多く確認され，竹筒内の砂
利やアサリに着生していた（図－7）．カニ
類はイソガニの仲間やマメガニの仲間等の小
型種が確認され，その他としては，ハゼやホ
トトギスガイ等が確認された．
本試験の結果から，孟宗竹を用いたアサリ
の保護育成は，ほぼ通年して可能であること
が明らかになった．今後は活用法についての
検討が課題である．
活用例として，竹による高い生残率を活か
した母貝集団の確保，稚貝から成貝までの育

成，浮遊幼生のトラップ等の活用法が考えら
れる．現状では，1本の竹筒で育成できる個
体数が限られていることから，漁業的な活用
よりも，森と海について遊びながら学ぶ環境
学習への活用が有効と考えられる．特に，マ
ガキのアサリへの着生は，自然では見られな
い特殊な現象であり，竹筒の中にはカニ類や
多毛類がアサリと共存し，竹筒の外部にはフ
ジツボや海藻類が付着することから，干潟生
物観察会における一手法としての利用を検討
したい．
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表－１ 竹筒内のアサリ生残個体数（カッコ内の数字は初期投入量から求めた生残率）

*推定投入量 **９月から３月までの生残率

図－６ 竹筒内にいたアサリ以外の生物

図－７ アサリに着生したマガキ



4．おわりに
自然とのかかわりが薄れがちな現代人だ
が，椹野川流域の上流から下流で実施されて
いる様々なイベントの参加者を眺めている
と，潮干狩りの楽しさや，手作り竹細工への
親しみ，草木染めの驚きといった感覚は，人
類にとって普遍的なものであり，自然と接す
る機会を創出することの重要性を感じる．
今後も，森川里海をつなぐ取組や，人と自
然がかかわるきっかけとなるような研究を続
け，豊かな流域，豊かな瀬戸内海に資するも
のとしていきたい．

●● 謝 辞 ●●

竹を用いたアサリの育成手法の検討については，

徳島県の「沖洲海浜楽しむ会（通称，沖楽会）」に

よる「沖洲あさり姫物語」を参考として，当セン

ターで平成25年から取り組んでいるものです．視察

を快く受け入れてくださった野上文子様ほか沖楽会

のメンバーにお礼申し上げます。また，研究に御協

力いただいた，上田篤様をはじめとする山口県漁業

協同組合吉佐支店山口支所の皆様，NPOやまぐち

里山ネットワークの吉光繁明様，山口中央森林組合

の皆様に，心より感謝いたします．
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研 究 レ ポ ー ト

1．はじめに
現在，瀬戸内海全域において海岸漂着ごみ
は2,700～7,900トン1）存在すると推計されて
いる．
一方，実際に海ごみの回収処理や発生抑制
などの対策を実施する事業主体としては，県
や市町などの自治体単位で行うことが多く，
効果的，効率的な対策を行うためには，自治
体等の特定の区域にどの程度の量のごみが存
在するのか，現状を把握する必要があり，精
度の高い推計値を算出することが肝要であ
る．
しかし，高い精度の推計値を算出するため
には，実際に多くの海岸でごみを回収し容積，
重量や個数などを測定する必要があるため，
費用，労力，など多くのコストがかかること
が課題となっている．
そこで，本研究では目視で簡易に海岸漂着
ごみの容量を推計できる「水辺の散乱ごみの
指標評価手法（海岸版）2）」と実際に海岸にお
いてごみの重量及び個数を測定する分類調査
を組み合わせて，簡易に広域における海岸漂
着ごみの量（個数及び重量）を推計する方法
を作成したので，ここに提案する．なお，以
下方法等については香川県において実施した
結果を記載するため，他地域で同様の推計を
実施する際は，海岸線延長や地理的状況等を
勘案し，調査地点数などを適宜選定されたい．

2．方法
2.1目視調査
まず，香川県内における海岸漂着ごみの分

布状況を把握するため，香川県全域の海岸を
網羅できるよう「香川県海岸漂着物対策等推
進計画」を参考に264海岸（海岸線延長66km）
を選定した．選定した全ての海岸に対して
「水辺の散乱ごみの指標評価手法（海岸版）」
を用いた海岸漂着ごみの目視調査を実施し
た．この評価手法は海岸の代表的な場所にお
いて，海岸延長10mあたりのごみ量（容積）
を目視で確認し，容量20Lのごみ袋で何袋に
あたるかを推測することで，対応する指標評
価ランク（表－1）を設定するものである．

なお，香川県には離島が112島あり，一部，立
入が困難な海岸があった．このような海岸に
ついては，船舶をチャーターし，できるだけ
接岸して目視調査を行った．調査は，2年間
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指標評価手法と分類調査の組合せによる
簡易な海岸漂着ごみ調査方法の提案
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表－１ 指標評価ランク



に4回（平成26年7月，10月，平成27年1月，
8月）実施し，香川県では0～7のランクに
対応する海岸があった．（図－1）

2．2分類調査
海岸漂着ごみの重量及び個数を推計するた
めに，2.1によって評価された海岸から，0
～7のランクが全て入るように10海岸を選定
した．これら海岸においては実際に海岸漂着
ごみを採取して重量及び個数を詳細に調べる
分類調査を4回（平成26年8月，10月，平成
27年1月，6月）実施し，評価ランク別の海
岸延長10ｍあたりのごみの個数及び重量を測
定した．
2．3回帰分析，推計
2.1の目視調査の結果得られた海岸延長
10ｍあたりの海岸漂着ごみの容量と2.2の
分類調査で得られた重量及び個数の結果を使
用して，20Lごみ袋数に対するごみの重量及
び個数の回帰分析を行い，図－2のとおり回

帰式を作成した．この回帰式を使用して，目
視調査を行った264海岸の海岸線延長をあて
はめ，各海岸における海岸漂着ごみの重量及
び個数を算出した．264海岸の目視調査を4
回実施しているため，延べ1,056ヶ所の重量及
び個数の推計値が得られた．この推計値を用
いて，香川県の海岸1ｋｍあたりの海岸漂着
ごみの平均重量及び個数を算出し，香川県の
海岸線総延長701ｋｍを乗じて香川県の海岸
漂着ごみの総量を推計した．
なお，本研究では，流木，海藻等の自然漂

着物は計測対象から除外している．

3．結論
香川県海岸線延長1kmあたりの海岸漂着ご

みの個数は6,277個/km，重量は0.27トン/km
となった．また，香川県の海岸線総延長は
701kmであることから，香川県全体の海岸漂
着ごみの個数は400万個，重量は189トンであ
ると推計された．

4．考察
4.1推計値の妥当性
香川県では，平成14年度から平成15年度に

かけて，香川県内の303海岸でごみを実際に
回収し，重量を計測して，香川県海岸全域の
ごみの重量226トンであるとの推計結果が出
ている．本調査結果で得られた重量推計値の
189トンと同程度の値であることから，本研
究は概ね妥当であると考えられる．
4.2コスト削減効果
4.1で記載した平成14年度から平成15年

度にかけて香川県で実施した海岸調査では
303海岸全ての海岸でごみを回収して計測し
たため，多くの人件費と調査時間がかかって
いた．そこで，各調査で264海岸調査1回あ
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図－１ 香川県全域目視調査結果

図－２ 分類調査と推計ごみ袋数の回帰式（重量）

表－２ 香川県1kmあたりのごみ推計量



たりにかかったコストを積算して比較したと
ころ，図－3の結果となった．本研究では，
船舶をチャーターしているものの，ほとんど
の海岸を簡易な目視調査によって短時間で作
業ができたため，経費，時間共に多くのコス
トが削減できた．

4.3河川調査への応用
本研究と同様に河川においても，県内10河
川で目視調査を行い，調査によって設定され
た各ランクの場所で重量，個数を計測し，回
帰分析を行って得られた結果に香川県の河川
延長を乗じて香川県内河川における河川散乱
ごみの総量を推計したところ，95トン，240万
個となった．
なお，河川における目視調査については「河
川ゴミ調査マニュアル3）」を使用するのが
適切であると考える．
4.4香川県四国本土側と離島との比較
本調査結果から，海岸線延長1ｋｍあたり
の四国本土側と離島側のごみの推計値の比較
を行った．（表－3）
比較の結果，離島側のごみが重量，個数共

に多い傾向にあった．これは，本土側から海
域に流出したごみが離島側に漂着している可
能性や離島では人口減少傾向にある有人離島
や無人島が多くあり，ごみの回収・処理が進
んでいない可能性が示唆される．

4.5今後の展望と課題
本研究で用いた「水辺の散乱ごみの指標評

価手法（海岸版）」は，目視によって簡易に調
査ができることから，今後，行政単独の調査
だけではなく，県民参加型の調査として実施
できる見込みがある．ただし，目視で評価す
るが故に，調査実施者個々の主観によって，
同一海岸でもランク評価が分かれる可能性が
ある．多くの方に実施してもらうためには，
各評価ランクの参考画像などを盛り込んだマ
ニュアルの整備や調査前の事前講習などが必
要不可欠であると考える．
また，本研究における推計方法は，岸壁，

砂浜，礫海岸，消波ブロック等で護岸工事さ
れた海岸，全ての海岸において同一の評価基
準で行っている．その結果，推計値が調査海
岸の中で多数を占める海岸の性質に偏る結果
となる可能性は否めない．より精度の高い推
計値を算出するためには，海岸の特性に応じ
て調査方法を適宜修正する必要があると考え
る．
4.4で記載したとおり，香川県では離島に

おいて海岸漂着ごみが多い傾向にある．平成
28年3月には，「第2次香川県海岸漂着物対
策等推進計画」を策定し，本研究結果を使用
して，特にごみが多い海岸を『最重点区域』
として11区域を設定した．そのうち6区域が
離島部となっている．最重点区域では，回
収・処理だけでなく，普及啓発や環境教育，
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図－３ 過去の調査と本件調査のコスト比較

表－３ 本土側と離島側のごみ推計量の比較



イベント等を行うこととした．
海岸漂着ごみの対策を効果的に実施するた
めには，対象とする区域にどの程度のごみが
あるのか，その推計値が必要不可欠なデータ
となる．本研究は，目視調査と分類調査を組
み合わせることで，簡易に低コストで広範囲
における推計値を算出できる手法であると考
えられる．しかし，本研究で算出できる数値
はあくまで調査時点における，一時的なデー
タであり，より効果的・効率的な海洋ごみ対
策を実施するためには，発生源の特定，陸域
から河川へ，河川から海洋へ，海岸への漂着，
海底へのごみ沈降や巻き上げによる再浮上な
ど，ごみの流出状況，ごみの動態や収支を把
握することが必要であると考える．

5.謝辞
本件研究を展開するにあたり，元日本福祉
大学教授磯部作先生を始め多くの先生方の指

導や助言を賜りました．この場をお借りして
厚く御礼申し上げます．
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魚の話シリーズ 67

海の魚に豊漁不漁があることは良く知られ
ています．例えば過去50年の日本のマイワシ
漁獲量は，1965年の1万トン以下から急激に
増加し，1988年の約450万トンを最盛期とし
て再び減少して，2005年には約3万トンとな
る大きな変動をしました．このような変動
は，魚類の資源量，すなわち海域に生息する
総量（バイオマス）の大きな変動によります
が，その変動メカニズムは未解明な点が多く
あります．それは，魚類の資源変動には，水
温や流れなどの海洋環境要因に加えて，魚類
相互間や他の生物との補食・被捕食（食う・
食われる）の関係，漁獲の影響など多くの原
因があり，それが相互に関連することもあり，
解明が困難であるからです．
しかし，魚類の資源量予測は，適正に漁業
管理を行い，将来に亘り持続的に魚類資源を
利用する上で欠かせない技術です．特に，地
球規模での気候変動による海の温暖化の海洋
生態系への影響が危惧される現在，増え続け
ている世界人口を支える食糧供給を確保する
ために，その技術開発が難しいとは言っては
いられない状況にあり，進歩を続ける地球規
模での海洋観測網から得られるデータや，
データを解析する情報技術（IT）の発達を大
いに活用して取り組むべき緊急の課題です．
ところで，多産な魚類の資源量の決定要因
としては，親魚から産卵される卵から稚魚ま

での生活史初期の生残りの良否が大きなもの
です．例えば太平洋のクロマグロは，1シー
ズンに数十万粒から数百万粒の卵を産卵し，
生涯の産卵数は数千万粒に及びます．このう
ち2尾が親魚まで生き残れば元の個体数が維
持されるので，卵から親魚にまで生き残る確
率は非常に低いのですが，その際の個体数の
減少程度は，卵から稚魚までの時期に非常に
大きいと推測され，その率がわずかに変化す
るだけで将来の資源量が大きく変化すること
になります．
一般に魚類の卵は運動性がなく無防備で多

くの魚類の餌となるとともに，卵から孵化す
る仔魚は非常に未発達であり，物理・化学環
境や，捕食者など生物環境の影響を受けやす
く非常に死亡率が高いのです．特に浮遊性の
卵を大量に産する魚類の受精卵は，概ね直径
1mm内外で，孵化する仔魚はサイズが小さ
い上に視覚や運動能も十分でありません．多
産性魚類の資源量はこのような時期に，環境
不適応や飢餓，被捕食などによる減耗の程度
で決まることが多いのです．
それに関連した近年の私たちの研究では，

卵の時期，すなわち魚類の体がたった1つの
細胞を起源として形成される胚発生の時期に
物理化学環境が形態形成に大きな影響を及ぼ
し，形態の異常が起こることが明らかとなっ
てきました．どの魚類も水温や日長によって

― 58 ―

魚類の胚発生と海洋環境

近畿大学大学院農学研究科・水産研究所
教 授 澤 田 好 史

●略歴 1959年
1983年
1991年
1994年
2008年

和歌山県生まれ （さわだ よしふみ）
京都大学農学部水産学科卒業
京都大学大学院農学研究科修了 農学博士
近畿大学水産研究所
現職



産卵期が決まっていますが，例えば受精卵は，
経験する水温が数℃違うだけで，孵化率や正
常に発育する率が大きく変わります．そして
正常に発育できずに孵化した形態の異常個体
は，自然界ではまず生き残れません．した
がって，海洋の水温構造や，その地球温暖化
による変化は魚類資源量に大きな影響を与え
る可能性があります．そして，水温と同様に
胚発生期の形態形成に大きな影響を持つのが
海水中の溶存酸素濃度，溶存二酸化炭素濃度
です．これまで研究対象としたマダイ，シマ
アジ，カンパチ，ヒラメ，イシダイなどでは，
受精卵が溶存酸素濃度10％以下の海水に10分
間暴露するだけで，孵化率は90％以上である
のに，孵化した仔魚が成長すると，数％の確
率で脊椎骨の椎体数が減少して躯幹部（胴部）
の長さが短い個体が出現します．この場合，
脊椎骨椎体に付随する神経棘や血管棘の数は
減少せず，これらは失われた椎体に近接する
椎体に付随し，1つの椎体に複数の棘が有る
特徴的な脊椎骨形態の症状を呈しますが（写
真－1），その出現率は，120分以上の暴露で
はほぼ100％となります．同様の現象は，60
mg/ L以上の溶存二酸化炭素濃度の海水に60
分以上暴露されても生じます．もちろんこの

ような異常の場合，大きく育っても筋肉や内
臓は成分が変わることはないので食用には問
題ないのですが．
今地球規模での海洋環境変化は，人間活動

の影響で大きく変化しようとしています．例
えば温室効果ガスの大量排出による地球温暖
化が原因の海洋の水温上昇，大気中に排出さ
れた二酸化炭素が海水に溶解して生じる海洋
酸性化以外にも，都市排水や工業廃水，肥料
や畜糞を含んだ農業廃水が海域に流入し，そ
れによる過剰な有機物が海洋で分解されて起
こる貧酸素水塊の発生などがあります．貧酸
素で言えば，もともと海洋には大規模に自然
現象として貧酸素域（oxygen minimum zone:
OMZ）が形成されることが知られています．
また極端に二酸化炭素濃度が高い海域は，海
底火山の近傍などで生じることが知られてい
ます．
このような人為的な，あるいは自然の海洋

環境は，魚類の胚発生への影響を通じて魚類
資源の増減に大きな効果を持つことが予想さ
れます．これについて海洋でのモニタリング
調査が必要であることはもちろんですが，広
い海洋での現象把握やそのメカニズム解明の
ための研究はなかなか困難であり，飼育研究
でこれを補うことが重要となります．その意
味では，養殖や増殖技術の開発で，多くの魚
種について様々な発育段階での飼育技術を有
する日本が果たせる国際的役割は今後大きな
ものとなるのではないでしょうか．

― 59 ―

写真－１ 胚発生期（受精卵の発生期）に低溶存酸
素の海水に暴露した卵から孵化した仔魚
を育てたカンパチの稚魚と，その脊椎骨
の側面写真．
上段が低酸素水に暴露したもので，下段
が通常の溶存酸素濃度の海水に暴露した
もの．



瀬戸内海の沿海文化・29

水産物流通の課題
今では魚といえば，スーパーに並ぶ切り身
の魚が思いうかぶようになった．近年の魚食
衰退の一因には，一年中切り身が並ぶ水産物
流通があるように思える．
浜田英嗣氏は水産物流通の現状について，
次のようにいう．大手スーパーが漁業者団体
と直接取引する動き，漁業者（団体）が地方
自治体等と連携して直販所を設置する動き，
地場水産物の地域ブランド化を目指す動きな
ど，新たな取り組みが2000年以降に活発化し
ている．ただし，そうした取り組みの多くは，
現状のままでは大半が失敗するのではない
か．たとえば漁業生産者団体による取り組み
は，流通機能を取り込むことで，生産サイド
の価値形成の関与を狙うというねらいがあ
る．生産者側が価格形成に関与しなければ，
漁業経営が維持できないという認識からであ
る．ところが関与するための劇的な処方箋は
まだなく，各組織が地道に創意工夫して，流
通機能を内部に取り込む以外に方策はない．
その時大切なのは現状ではまだ希薄な「消費
者視点」を前面にだすことではないか．以上
のような浜田氏の課題を考えたいと，2016年
11月に「関さば」「関あじ」で知られる大分県
漁業協同組合佐賀関支店（以下，支店．）を訪
ねた．
青魚のサバやアジは大量にとれる浮魚で，
庶民に親しまれる大衆魚である．青魚はいた
みやすく，アジよりサバはさらに劣化が早
かった．だからサバといえば，焼くか煮るの
が定番だった．私がサバの刺身を食べたのも
近年で，それが関さばだった．私がサバの刺

身の話をはじめて聞いたのは，漁師町の松山
市三津浜に移り住んだ叔母からだった．サバ
の刺身はとても美味しいので，市場にいって
新鮮なサバを買ってきて食べたという．海に
囲まれた日本でも，サバの刺身は漁師町でな
いと食べられなかった．

関ものと買い取り事業
大分市佐賀関は，伊予灘と豊後水道の間の

速吸瀬戸（豊予海峡）に面し，海士と海女の
潜水漁や一本釣り漁が盛んだった．佐賀関半
島の丘に登ると，対岸の愛媛県の佐多岬との
間の速吸瀬戸では，たくさんの一本釣りの船
がうかんでいた．
支店長坂井伊智郎氏は，佐賀関は一本釣で

知られ，速吸瀬戸は潮流の早い好漁場で，身
質がよく「関もの」とよばれていた．関もの
で早くから有名だったのはタイとブリで，民
謡にも歌われているという．
一本釣り漁民の姫野英昭氏は，佐賀関で若

い頃から釣った魚をていねいにとりあげてい
た．漁から帰ってきた漁民は，活きた関もの
を仲買に渡していた．仲買は活きた魚を翌朝
の２，３時にしめて，朝６時ごろからの市場
のせりにかけていた．
ところが，祝事の会席膳にかかせないお頭

付きのタイが，フランス料理などの普及で
段々使われなくなった．さらに養殖技術の発
達で身質がよくなり，安定供給できる養殖魚
の需要が高まった．餌に工夫することで養殖
タイでも，天然と体色がかわらなくなった．
関ものを代表するタイやブリが売れなくな
り，価格が低迷すると漁民からの不満が続く
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ようになった．

1988年，支店が関ものの買い取り販売事業
にのりだすことになった．以前から佐賀関の
関もののアジは美味しいと，ほかの産地より
３割は高く売れていた．佐賀関ではサバも刺
身で食べていたので，美味いことはみんな
知っていた．そこで関もののサバやアジを中
心に販売事業の一環で販促事業を展開した．
そこでブランド化された．漁民から関ものを
高く買い取って，漁民のくらしが楽になるよ
うにしたのである．
1989年には，大分県の補助金をえて関もの
の販売促進キャンペーンをはじめた．1989年
には福岡中央卸売市場，1990年には北九州卸
売市場，1991年には東京の築地市場と全国漁
業協同組合連合会，1992年は大阪の中央卸売
市場とホテルニューオータニで試食会を開催
した．一番大きな反響があったのは東京での
試食会だった．北九州ではサバの刺身を食べ
る習慣があり，佐賀関の関ものの美味さは仲
買人も知っていたので容易に受け入れられ
た．ところが東京ではサバを刺身で食べる習
慣がなく，食中毒などを恐れて試食会を開催
する会場のホテルが借りられなかった．そこ
で築地市場や全漁連を借りて，飲食店やマス
コミを対象に試食会を開催して，高い評価を
得た．佐賀関では１キロ500円だった関もの
のサバが，関さばが認知されると１キロ
3,000円となり，最高値は，３万円にもなった

ことがあった．関さば・関あじが注目された
頃が，バブル期だったという社会状況も幸い
していたのである．

関ものの面買い
支店のあと，2012年４月に完成した水産物

荷捌き関連施設を訪ねた．関ものの流通につ
いて同支店の販売課営業の水野清一郎氏の案
内で，最先端の施設の見学とシステムを教え
てもらった．
この日は，午前９時頃から水産荷捌き施設

に漁船が次々帰ってきた．施設の海側には網
生簀が18個並び，支店のカイコ（買い子）３
人が間隔をあけて生簀の横に立っている．漁
民は馴染みの買い子のいる生簀の横に船をつ
けて，魚種でわけて船の活け間に活かしてき
た魚を，買い子が網生簀にタモですくって移
した．昼までに約200艘ほどの漁船がひっき
りなしに帰ってきた．

買い子は，魚がいたまないように目分量で
種類と大きさを判断し，網生簀に素早く移す．
みるだけで魚の大きさを瞬時に判断するこの
買い方を，ツラガイ（面買い）という．生簀
にいれる魚は，釣った日付の違い，魚種で分
ける．前日の生簀に今日のアライヨ（新魚）
を入れると，暴れて前日の魚をいためてしま
う．魚種で生簀をかえるのは，魚の行動様式
が違うからで，サバは網生簀のなかで群れで
グルグル勢いよく回っていた．また，魚をい
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写真－２ 荷捌き場の建物と右側は網生簀

写真－１ 佐賀関支店と一本釣の船



ためないように，一定量以上はいれないよう
にする．

この時期の漁協の網生簀は，魚種でサバ・
アジ・ブリ，それ以外の４つにわけている．
それ以外の網生簀はほとんどがイサキで，少
しタイなどが混ざる程度であった．タイだけ
は重さを計量してから網生簀に移す．網生簀
の横の柱に，魚種で色わけした布が巻いてあ
る．白はハマチ，赤はタイ，緑はサバ，青は
アジ，橙色はイサキと魚種で色分けしている．
漁民は，今日の漁獲物の種類によって，その
柱の色を目当てに着岸するのである．
買い子は船の活け間からタモで網生簀に移
す前に，種類と数量と大中小を帳簿に記録し
ていく．移しおわると帳簿の控えを漁民にわ
たす．大きさは，サバは大が700グラム以上，
中が500～700グラム，500グラム以下が小で
ある．アジは大が500グラム以上，中が300～
500グラム，200～300グラムが小である．200
グラム以下は受けつけないか，加工用にまわ
す．網生簀に１日以上は生かしておいて，魚
を落ちつかせてから出荷するが，餌は一切あ
たえない．

活けじめから発送まで
関あじ・関さばなどの関ものの出荷は，夜
の午後10時半ごろからはじまる．最初に客か
らの注文を確認して，午前０時ごろから出荷

の準備をはじめる．午前３時ごろまでに遠方
の関東の店舗へ発送する．午前３時からは大
分県内の別府や湯布院の温泉ホテル，大分市
内の店舗などへの発送を用意する．
網生簀から荷捌き施設までの間は，通路と

ベルトコンベアでつながっている．まず，網
生簀を吊りあげて，魚を生簀の脇の活けしめ
場にうつす．活けじめした魚は自動計量器で
選別したあと，シャーベット状の海水氷を
使ってむらなく魚体を冷やす．そのあと計
量，箱詰め，施氷して発送する．
発送用の発砲スチロール箱には，「関さば」

「関あじ」「関ぶり」「関いさき」「関たい」と
印刷している．箱のなかにも「関の一本釣り」
のタグシールを入れる．地域団体登録商標の
「関さば」と「関あじ」，登録商標の「関ぶり」
と「関いさき」，「関たい」の二種類ある．
支店は，1992年に関さば・関あじのブラン

ドを確定するため魚類としてははじめて商標
登録をめざした．1996年に認可されると，翌
年に特約店制度を導入して，漁協から無料で
「関あじ・関さば特約店」の看板90枚を配布し
た．このときから１匹づつにタグシールをつ
けて販売するようにした．
ブランド化が進むと，関さば・関あじを偽

装する業者もあらわれ，品質の維持には苦労
している．支店のホームぺージで，毎日の関
さば・関あじの水揚げ数や大分県内の出荷先
を公開しているのも対抗策の一つといえる．

― 62 ―

写真－４ 網生簀の横で活けじめしている．
昼間に撮影．

写真－３ 漁船から買い子が魚を
網生簀にうつす．手前は漁民．



科学者の後押し
現代人を納得させるには魚食が安全・安
心・健康などに役立つことを証明する科学的
な根拠が必要である．関さば・関あじは，大
分大学が中心になってブランド化を後押しし
た．
望月聡氏へのインタービュー記事による
と，1988年に大分大学教育福祉学部に着任す
る．専門の水産化学は水産物に含まれる成分
を分析して，鮮度や品質などの特徴を明らか
にする研究だという．ちょうど，関さば・関
あじのブランド化へのキャンペーンがはじ

まった頃だった．望月氏は大分にきて初めて
関さばの刺身を食べて，驚き，研究をはじめ
るきっかけになったという．
速吸瀬戸は，瀬戸内海と太平洋の水塊がぶ

つかりあい，プランクトンが豊富で，関もの
は太り，潮流が速いので身質もしまっている．
さらに１年を通じて水温の変化が少ないた
め，回遊するアジやサバが瀬につく，日本で
もまれな「瀬付き魚」となっている．そのた
めか，年間の脂肪量の変動が激しいサバでも
脂肪量がほどよい味で一定している．
また水産食品学では魚の腐敗度を示す「Ｋ

値」を使い，20パーセントをこえると生で食
べられない．関さばは，水揚げ段階ではＫ値
が１パーセント以下で，20パーセントになる
まで４日かかり，腐りにくい．望月氏による
こうした自然科学的な分析により，だれもが
一年中関さばの刺身を安心して，美味しく食
べられるのである．

六次化への事業展開
漁協が，漁獲から流通，加工から消費にま

で事業展開するようになった．支店のすぐ近
くに「関の漁場」という関ものがリーズナブ
ルに食べられる食堂がある．「関の漁場」は，
佐賀関町が大分市と合併する以前に地域振興
のために建設した．食堂の経営は支店にまか
され，調理師を雇ってはじめるが経営努力が
足りず破綻する．合併した2005年以降は，支
店が店舗に貸して営業を継続している．関さ
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写真－５ 選別機で魚を仕分ける．

写真－６ 「関の一本釣り」のタグシール

写真－７ 関の漁場の正面



ば・関あじなどのほか，特産のクロメ，イワ
ガキ，モイカ，ホゴなど旬の新鮮な関ものを
食べることができる．
2006年には支店，食品加工業者，大分大学，
官庁による大分市水産物流通加工協議会をつ
くり，関ものの食品加工がはじまった．一夜
干しは，関さば・関あじ・関いさき，フライ
は，関あじ・関さば・関いさき・関ぶりがあ
る．郷土料理のりゅうきゅうにも，関あじ・
関さば・関ぶりを加工している．りゅうきゅ
うは，醤油とみりんをベースにしたたれに，
ねぎやゴマなどの薬味を加え，旬の魚の切り
身を漬け込んだものである．
子供の頃から関ものの美味しさを知っても
らうため，関ものの一夜干しやフライを食育
の一貫として学校給食で食べさせている．給
食にとりいれるまえには，食育教師などに試
食してもらい意見をだしてもらった．
高級品の関あじの加工品を給食に少しでも
安く提供するため，関あじのうま味が凝縮し
た中骨や頭などを原料にした「関あじ魚醤」
も開発した．竹田市の醸造家が開発した鮎魚
醤を参考にしてつくった．給食で関あじを子
供たちにたびたび食べてもらいたいからであ
る．一連の関ものの食品加工は，関の漁場食
堂と同じく業者に委託している．
佐賀関でも，漁民の平均年齢が70歳をこえ
ていて，漁獲量の減少が予想される．設備投
資して箱物を建てても，今の規模で持続する
ことが難しいからである．支店では９年前か
ら漁業者になるための「漁業研修制度」を活
用して，11人の若者が働きはじめた．いまの
ところ途中でやめた人はいないという．
上記のような支店の取り組みは，ホーム
ページに掲載され知ることができる．消費者
視点を求めるのもよいが，もっと市民の側か
らも漁民や漁協の取り組みを知る努力をすべ
きであろう．

参考文献

・浜田英嗣氏『生鮮水産物の流通と産地戦略』成山

堂書店，2011．

・『佐賀関から 海の幸のご案内』大分県漁業協同

組合佐賀関支店．

・九州人編『旨い魚を食べに行く 九州の港町食

堂』九州人，2010．
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魚暮らし瀬戸内海  第49回

トランプさんがアメリカ大統領になって，
まずＴＰＰから抜けることを宣言した．我が
国では，そのＴＰＰ対策とかで農漁業の再編
が図られ続けているのに，はしごが外された
のだろうか？いずれにしてもアメリカに有利
な貿易協定を押しつけられることには代わり
はないと思われるので，備えは怠れないだろ
う．
そのＴＰＰ対策で水産物に関しては，関税
はもとから低かったので，あまり関係なさそ
うにいわれていた．しかし，国内消費が外国
産食品に押されることで低迷するからと，輸
出の促進が叫ばれてきた．日本で売れないか
ら，海外に持ち出そうとするのは，広く日本
中で買ってもらえないからと，地産地消を叫
んできたのに似ている話である．
さて，日本産の水産物が海外で買ってもら
えるのかというと，海外での貿易振興を図っ
ているジェトロなどは実績が伸びているから
と，大きな可能性を述べている．実際に最近
数年は輸出額が増えていて，どんどん売れる
という期待が持たれているが，いかがだろう
か．
輸出額だけをみれば伸びてはいるが，水揚
げ高のうち１割にも満たないという実力も考
えなければならない．また，輸出された水産
物の中には，外国の輸入元が加工し，再び日
本に輸出しているケースも少なくない．つま
り水産物の出戻りである．これは日本国内の
売り場で「原材料国産」と表示されている加
工品が増えていることと関連している．
これまで地元産原料を加工して流通させて
いた地元業者が，人件費等の経費を考えて工

場を海外展開し，地元の水産物を外国で加工
して再輸入する仕組みは，「骨なし魚」など手
間のかかる加工処理に特徴的に現れている．
その結果として，本来の地元の雇用を生みだ
す水産加工場が衰退し，過疎化が一層進展す
ることにつながっている．

この冬，おとなり韓国の釜山を訪ねた．有
名なチャガルチ市場をはじめ，水産物を扱う
いくつかの拠点をめぐってきたが，日本より
数倍も活気が感じられた．
活魚水槽が連なる売り場の二階に調理して

くれる食堂が並ぶ姿は，沖縄の牧志市場と同
様だが，そこから漁港沿いにははるか先まで
露天の魚屋が並び，活魚も鮮魚も冷凍魚も加
工品も，あふれんばかりに売られていて，お
客さんも争うように買い求めていく．合間の
食堂には焼き魚やヌタウナギの鍋が食欲をそ
そり，オジチャンやオバチャンたちの笑顔が
はじけていた．
日本的な感覚では，衛生的にいかがかと思

うような環境で，平気で生牡蠣を食べ，刺身
を作っている．筆者は用心して火の通った食
べ物を選んできたが，生食にチャレンジした
方は案の定お腹を壊すことになった．
しかし，現地の方々は平気で食べて，けろっ

としている．馴れの問題だろうか．そういえ
ば，東南アジアで生水を飲んであたるのも日
本人ばかりだというし，我が身の抵抗力や免
疫力はどうなっているのか不安が募った．
さらに驚いたのは，釜山のある幼稚園を訪

ねたところ，園児にアレルギーがないと聞か
されたことだ．日本では３割なり４割の園児
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水産物輸出を考える
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にアトピーなど何らかのアレルギーがあって
悩まされている．給食の除去食の苦労など計
り知れない．
しかし韓国ではあまりアレルギーは話題に
上らないという．お昼の献立帳を見せてもら
うと，毎日キムチと雑穀ご飯が定番になって
おり，牛乳はなかった．小さい子どもに辛い
キムチはきついのではないかと質問しても，
量を考えてやれば問題はないといい，なによ
りお腹の大腸菌相を整えてやることが大切だ
と力説された．
私たちの食べ物といえば，栄養価や機能性
は盛んに気にするが，受け入れる側の身体の
ことは無頓着であった．戦後のアメリカ型の
食生活が持ち込まれ，パンと牛乳が定番と
なってから，私たちの身体（お腹）はどうなっ
たのだろう．衛生環境と除菌を徹底しないと
食べていけないようなひ弱な身体になったの
ではないだろうか．
そんな感想を釜山で感じてきた．

さらに海苔問屋を訪ね，韓国海苔の状況を
伺ってきたが，日本向けは売れるけれど，欧
米向けはコリアンタウンのあるところ以外苦
戦しているという．わが国の海苔も日本料理
店やすし屋には輸出されているが，一般食材
としてはあまり伸びないという．
そんな時，2010年のネーチャー（科学誌）
を思い出す．それは「日本人の腸は海藻に含
まれる多糖類を分解できる」という論文で，
海藻を分解するための酵素は日本人にはある

が，北米人からは発見できなかったと伝えて
いた．
東アジアの海にはアマノリ類が生えてい

て，日本人はおそらく縄文時代から食べてい
たものと思われる．干し海苔や焼き海苔にし
ていなかった頃は生ノリを食べていただろ
う．その時，海藻に付いた「海藻を分解する
微生物の遺伝子」が，人間の方に持ち込まれ，
消化酵素として引き継がれるようになったと
考えられる．
だから歴史的に海藻を食べてこなかった民

族は，そんな酵素は持っていないから，海苔
を無理に食べてもお腹を壊すだけになってし
まう．食物として美味しさを実感できなけれ
ば，その海藻の臭いもオダー（悪臭）と感じ
られてしまうようだ．
私たち日本人にとっての牛乳や欧米人に

とっての海藻は，お互いの相互理解の中で食
べ分かちできることもあるだろうが，身体の
方がついて行けるかは疑問が残るのは，こう
した理由があるのかも知れない．

水産物輸出に話を戻そう．私たちは日本の
風土に暮らし，伝統的に魚を食べる食文化を
育ててきた．魚の料理やそれにあわせる出汁
の文化も，この風土がもたらす軟水のお陰で
ある．腐敗や発酵のしやすい気候風土で，清
潔感を大事にした和食の暮らしは，水産物を
有効に利用し，身体の性能にあった食材を育
んできた．
一方，輸出先の国々にも，それぞれ固有の

風土と文化があり，それと我が国の水産物が
うまくマッチングしてくれるかどうか，よく
よく吟味が必要だ．こちらの「売りたい」よ
り，相手の「食べたい」に結びつく提供の仕
方が重要になっているわけだ．

参考文献：2010/04 Nature Transfer of carbohydrate-

active enzymes from marine bacteria to Japanese

gut microbiota
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姫路市で実施
ひめじ環境フェスティバル2016

姫路市環境局環境政策室

姫路市・事業者・各種団体が，環境問題へ
の取組みをＰＲし，地球環境の保全・創造や
ゴミの減量化・リサイクルについて，市民に
楽しみながら考える場を持っていただくこと
で，環境問題への市民の理解と関心を高める
ことを目的に，平成28年９月24日（土），25日
（日）に姫路市大手前公園で開催しました．
会場は，第十五回「全日本エコ川柳大賞」
や環境ポスターコンクールの受賞作品の展
示，地球環境クイズ，ステージイベントや企
業・市民団体等によるブース出展などでにぎ
わいました．また，今年は，播磨圏域連携中
枢都市圏の市町にも参加していただき，環境
問題への取組み事例の紹介や，自転車発電体
験，貝がらアクセサリーづくり等のブース出
展が行われました．来場者は２日間で約
25,000人です．

山口県で実施
平成28年度快適な環境づくり研修会

（公社）山口県快適環境づくり連合会

開 催 日：平成29年１月24日(火)～25日(水）
開催場所：山口市湯田温泉 ユウベルホテル

松政
対 象 者：市町環境衛生組織会員，ボランテ

ィア，県・市町行政
担当者 参加者265名

研修内容等
１ 開催の趣旨等
県内各地域で快適な環境づくり，健康づく
り等に活躍しているボランティアや関係者が
一堂に会し，環境の保全・環境美化，地球温
暖化対策への取組，生活環境の改善，県民の
健康増進等緊要で重要な課題について研修
し，また，相互に体験発表や情報交換を行っ
て，これからの実践活動の推進とそのネット
ワークの強化を図るとともに新しいリーダー

の養成を行うものである．
２ 研修内容
次の講演，事例発表を行った．

①「山口県における循環型社会形成の推進」
山口県廃棄物・リサイクル対策課
主幹 櫻井 晋次郎

②「光井地区快適な環境づくり協議会の活動
報告」
光井地区快適な環境づくり協議会
会長 河村 龍男

③「一の坂川風致保存協議会活動報告」
一の坂川風致保存協議会
副代表 兼重 保

④「市民共同発電 うべ の温暖化防止への
取り組み」
宇部環境コミュニティー 津田 榮

⑤「山口県の健康づくりについて」
山口県健康増進課
調整監 小野 みさ江

⑦猫のトラブル解決に向けた各地域の取り組み
～地域の環境課題として～
ア 「猫の適正飼養について」

山口市環境衛生課 課長 吉村 浩彦
イ 「県内の地域猫活動事例の紹介」

山口県生活衛生課 主任 桺谷 泰夫
３ 成果
有意義な研修であったとの感想をいただい

た．特に，地域の活動報告は，身近な演題の
ため，参考になったという意見を今回も多く
聞いた．

福岡県で実施
水辺の教室

福岡県京築保健福祉環境事務所

小学校３～４年生の児童を対象に，水環境
についての学習と現地体験を行いました．
水環境についての学習では，家庭からの生

活排水が川や海を汚染していることを学び，
水を汚さないために日々の生活の中でどのよ
うなことに気を付ければ良いかを全員で考え
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ました．
現地体験では，学校の近くを流れる川に生
息する水生生物を調査し，水の汚れの程度を
調べました．子供たちは，川にたくさんの生
きものが生息していることに驚き，あらため
て自然を守る取り組みや水を汚さないための
取り組みの大切さを学んだ様子でした．
開催日及び開催場所（対象者）
・平成28年９月２日
行橋市立今元小学校（４年生）
（現地体験）今川
・平成28年９月８日
行橋市立行橋南小学校（３年生）
（講話のみ）
・平成28年10月７日
苅田町立片島小学校（４年生）
（現地体験）浄土院川

◆新トピックス
愛媛県で実施
第６回瀬戸内安芸灘とびしま海道
ウォーキング大会

安芸灘とびしま海道連携推進協議会

（今治市関前支所）

平成20年11月18日豊島大橋の開通により，
安芸灘地域に点在する観光資源を「とびしま
海道」として一体的に情報発信するために，
全国的にブームとなっているウォーキング大
会を開催することで美しい島々の魅力を全国
的に発信し，知名度のさらなる工場や地域の
活性化を図ることを目的とする．

開 催 日：平成29年５月13日（土）
受 付：午前８時
スタート：午前９時

開催場所：安芸灘とびしま海道全域
スタート：呉市下蒲刈町大津泊公園
ゴール：

30kmコース：今治市関前岡村
（関前開発総合センター）

10kmコース：呉市蒲刈町大浦
（県民の浜）

対 象 者：健康な状態で，時間内に歩ける方
参 加 費：2,000円

（10kmコースの小学生以下500円）

弁当：700円（30kmコース参加者のみ）
チャーター船利用：2,500円（小人1,000円）

申込方法：
スポーツエントリー利用：0120-711-951

（平日：10:00～17:30）
郵便振替
振替口座：01350-9-88694
口座名：安芸灘とびしま海道連携推進

協議会
問 合 先

ウォーキング大会事務局
呉市下蒲刈町下島2361-7 呉市下蒲刈
市民センター ℡ 0823-65-2311
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愛媛県で実施
郷土を美しくする清掃

愛媛県松前町

昭和45年から続いている海岸を含む町内全
域での清掃．町民，企業が一丸となって各地
域を清掃する．
・開催日
平成29年６月３日（土）（予定）

・開催場所
塩屋海岸，北黒田海岸，松前港及び松前町
全域

・対象者
町民，企業
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賛助会員研修会 講演

協会だより
(2016.11. 1～2017. 3.31)

会 議 名 開 催 日 場 所

（公社）瀬戸内海環境保全協会設立40周年
記念式典（詳細は79頁に掲載）

平成28年度瀬戸内海の環境保全に関する衛
生団体合同研修会（詳細は71頁に掲載）

平成28年度瀬戸内海環境情報基本調査及び
豊かな海の確保に向けた方策検討業務に係
る有識者検討会（第２回）

第２回編集委員会

平成28年度瀬戸内海環境情報基本調査及び
豊かな海の確保に向けた方策検討業務に係
る有識者検討会（第３回）

賛助会員研修会

第９回企画委員会

平成29年度瀬戸内海環境保全月間ポスター
選定委員会

第９回理事会

参事・事務局長並びに担当課長会議

第２回海文化委員会

平成28年11月２日（水）

平成28年11月25日（金）

平成28年12月９日（金）

平成29年２月９日（木）

平成29年２月15日（水）

平成29年２月22日（水）

平成29年３月６日（月）

平成29年３月７日（火）

平成29年３月14日（火）

平成29年３月15日（水）

平成29年３月22日（水）

神戸メリケンパーク
オリエンタルホテル

ピュアリティまきび

広島県医師会館

兵庫県民会館

神戸市教育会館

兵庫県民会館

神戸市勤労会館

国際健康開発セン
ター

神戸市勤労会館

ラッセホール

兵庫県民会館

賛助会員研修会 質疑応答

瀬戸内海研究会議だより
(2016.11. 1～2017. 3.31)

会 議 名 開 催 日 場 所

瀬戸内海の環境保全・創造研究ワークショッ
プ（詳細は74頁に掲載）

平成28年12月２日（金） 神戸市勤労会館



1．はじめに
『瀬戸内海環境保全地区組織会議』は，多
年に亘り地域の環境衛生改善運動を展開して
いる地区衛生組織連合会など，瀬戸内海沿岸
府県市の衛生自治団体が，昭和48年7月19日
に広島市に集まり結成したものです．
現在は6団体（（一社）兵庫県保健衛生組織
連合会，岡山県環境衛生協会，（一財）広島県
環境保健協会，（公社）山口県快適環境づくり
連合会，（公財）福岡県地区衛生連合会，北九
州市環境衛生総連合会）が府県市を越えた情
報交換・交流を行っており，設立当初から（一
財）広島県環境保健協会が事務局を担ってい
ます．
今回は，（公社）瀬戸内海環境保全協会と協
働で開催している「瀬戸内海の環境保全に関
する衛生団体合同研修会」を岡山市で開催し
たので，報告します．

2．瀬戸内海の環境保全に関する衛生団体合
同研修会について
「瀬戸内海の環境保全に関する衛生団体合
同研修会」は，昭和48年から年1回，構成団体
の所在地を巡回しながら開催しており，地域
で活動するリーダーの養成を主目的に，瀬戸
内海汚濁状況，臨時措置法，憲章の解説や瀬
戸内海の現状把握をはじめ，瀬戸内海に関す
る最新の情報共有を図り，各衛生団体での活
動に活かしています．
平成28年度は，11月25日（金）に岡山市に
ある「ピュアリティまきび」を会場に，岡山
県の大本裕志環境文化部長を来賓に迎え，岡
山県環境衛生協会関係者と県外地区衛生組織

関係者100名が集いました．

研修会では，瀬戸内海の環境保全に関する
活動功労者（団体）の表彰や講演，各地の事
例発表が行われました．それぞれの内容を報
告します．

【瀬戸内海環境保全地区組織活動功労者（団
体）表彰】
平成28年度は3県1市から，1個人5団体

が表彰され，地区組織会議の佐藤議長から表
彰状を授与しました．
受賞者（団体）は以下のとおりです．
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瀬戸内海環境保全地区組織会議

平成28年度瀬戸内海の環境保全に関する
衛生団体合同研修会（開催報告）

《個人の部》
岡山県 山本 光夫
《団体の部》
岡山県 園地ボランティアみつやま

クリーンクラブ
〃 日妻グリーンクラブ

広島県 福山市高島学区公衆衛生推進
委員会

福岡県 蓑島区
北九州市 天籟寺川を美しくする会



【講 演】
講師に特定非営利活動法人グリーンパート
ナーおかやま理事長の藤原瑠美子さんを迎
え，「海ごみがなくなるとき～山，川，海そし
て人をつないで～」と題した講演を行いまし
た．
藤原さんから，産業廃棄物処分場を巡る住
民活動をきっかけに小学校区における環境保
全活動が活性化し，県内の河川や海域のごみ
対策に活動が広がっていった経緯や，活動に
参加する住民の様子，活動で大切にしている
こと等をお話いただきました．

大切にしていることについては，山から川，
海をつないでごみの「見える化」に努めてい
ること，学識経験者やマスコミ，その他の団
体等たくさんの人と「つながる」こと，子ど
もも大人も楽しめる企画で「楽しく」続ける
ことを上げ，活動事例を紹介いただきました．
また，子どもたちに楽しく伝えるために使
用されている手作りのグッズ（エプロンシア
ター，ぬいぐるみ）を展示･紹介され，参加者
は皆，実物を目にして感心していました．
最後に海ごみ対策の課題として，海岸漂着
プラスチックごみ等が小さく分解された「マ
イクロプラスチック（MP）」の存在と海洋環
境に対する影響が紹介され，新たな課題への
挑戦意欲を熱く語られました．

【各府県市連合会の実践活動紹介】
受賞団体のうち，3団体から実践活動紹介

を行いました．各団体20分という短い時間で
したが，パワーポイントを使用してそれぞれ
特徴のある活動を紹介し，参加者の今後の活
動のヒントとなりました．
発表団体と内容は，以下のとおりです．

①「高島学区スクールキャラバン海辺教室」
（広島県）
福山市高島学区公衆衛生推進委員会参与の

土井下寿行さんが，地元の高島小学校児童を
対象として実施している海辺教室について報
告しました．屋外での活動は雨天対策が必要
で，今回は雨天プログラムの内容を紹介しま
した．
理科室で，町内で見られる海の生物の紹介

や危険な場所（岩場，ガラス，カキ殻など）
等を映像や実物を見せながら紹介．生き物の
生態では，「タマキビガイを海水に浸けると
どうなるか」などクイズ形式で興味を持たせ
る工夫をしていました．

②「人と海をつなぐ浜辺の環境づくり」
（福岡県）
行橋市蓑島校区明るく美しい町づくり運動

推進協議会会長の東城陽一さんが，活動内容
を紹介しました．
「蓑島区明るく美しい町づくり推進協議会」
は，漁業組合や老人クラブ，区長会，子ども
会，体育振興会で構成する団体で，年間を通
じてさまざまな事業を行っています．
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浜辺の清掃活動や環境教室の開催，漂着物
清掃活動などのほか，アクアスロン大会など
海岸地域を活用したスポーツ振興にも取り組
んでいます．

③「天籟寺川を美しくするための地域の取り
組み」（北九州市）
天籟寺川を美しくする会会長の三上久恵さ
んが，活動内容を紹介しました．
昭和30年4月に発足した「天籟寺川を美し
くする会」は，天籟寺川や菅公御手洗の池の
清掃活動やふれあい花壇づくり，緑の少年少
女パトロール隊との協働による清掃活動など
を行っています．天籟寺川の清掃活動では，
地元の障がい者自立訓練施設と交流を図るな
ど，地域ぐるみの活動を展開しています．

3．今後の取り組み
瀬戸内海環境保全地区組織会議は，構成団
体相互の情報交換を合同研修会で行っていま
すが，瀬戸内海エリアである四国や大阪府，

大分県で活動している衛生自治団体との交流
ができていません．
今後は，地区組織会議や合同研修会のPR

を積極的に行い，幅広い構成団体での活動が
行えるよう，取り組んでいきます．
なお，平成29年度は11月21日～22日の1泊

2日で，北九州市を会場に合同研修会を開催
する予定です．関係者の皆様，ぜひともご参
加ください．
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産・学・官・民の研究者等により構成する
特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議（以下，
研究会議．）は，瀬戸内海の環境保全と適正利
用について研究と提言を行っています．本年
度は「瀬戸内海を豊かな里海に」をテーマに
ワークショップを開催しました．

○開催概要
平成28年度瀬戸内海研究会議 瀬戸内海の
環境保全・創造に係る研究ワークショップ
テーマ：「瀬戸内海を豊かな里海に」
日時：平成28年12月2日（金）13：30～16：45
会場：神戸市勤労会館403・404
出席者：77名
主催：特定非営利活動法人瀬戸内海研究会議
後援：瀬戸内海環境保全知事・市長会議，

公益社団法人瀬戸内海環境保全協会
○開会あいさつ
研究会議副理事長の英保次郎氏より開会あ
いさつが行われました．研究会議は，毎年
フォーラムやワークショップの開催を行い，
多くの人との意見交換を通じて，よりよい瀬
戸内海の環境の構築を進めています．今回の
ワークショップは，瀬戸内海環境保全知事・
市長会議からの委託を受け，平成23年度から

平成25年度にかけて，また引き続き平成26年
度から平成28年度まで瀬戸内海の環境保全・
創造に関する研究を行った成果について報告
し意見を頂き，行政に施策提言を行っていく
ことを目的に開催しました．
○研究発表
小課題1「瀬戸内海西部海域における陸域か
らの栄養塩供給管理方策に関する研究」
概要説明：大阪工業大学工学部環境工学科

特任教授 駒井 幸雄
公募研究テーマ「瀬戸内海西部地域における
河川中の栄養塩類濃度の変遷について」
発表：山口県環境保健センター

専門研究員 惠本 佑
瀬戸内海海域に河川等を通して流入する栄

養塩濃度の時系列変化を解析することは，陸
域からの栄養塩供給管理方策を立てていくう
えで基本となるため，1970年代以降の河川及
び海域における常時監視データを取りまと
め，①陸域からの栄養塩供給の現状と経年変
化，②関係海域の水質との関係，③流入負荷
量の見積もりを行いました．平成23～25年は
第1回の委託研究として瀬戸内海東部海域に
おいて実施，平成26～27年は瀬戸内海西部海
域を対象として解析を行いました．これらの
結果を取りまとめ，瀬戸内海陸域からの栄養
塩管理方策を探りました．
予備課題「瀬戸内海におけるCODに関する研
究」
発表：（地独）大阪府立環境農林水産総合研
究所 主任研究員 矢吹 芳教
大阪湾ではNやPが減少しているが，COD

は低下していません．その原因が不明であ
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り，今後CODの削減のための基礎的な情報を
得るための研究を行っています．平成26年度
は文献調査を行い，平成27年度は，①瀬戸内
海における外洋水の影響に関する評価に関す
る研究，②瀬戸内海と外洋水のCOD変動に関
する解析，③外洋水の水質調査を実施しまし
た．瀬戸内海の水質測定結果の解析を行った
結果，2000年以降のCODはおおむね横ばい傾
向であり，大阪湾を除いた瀬戸内海でもおお
むね横ばい傾向でした．また，大阪湾及び播
磨灘を除いた湾灘の水質測定結果と外洋水と
の相関関係を調べ，正の相関があることを確
認し，このことから瀬戸内海の水質に外洋水
が寄与していることが推察できました．ま
た，外洋水の分析結果からCODの上昇傾向も
確認しました．
小課題2「沿岸海洋食物連鎖系における栄養
塩物質の循環に関する研究」
概要説明：北海道大学水産科学研究院

教授 笠井 亮秀
公募研究テーマ「瀬戸内海東部における海洋
生物の食物網変動の検討」
発表：香川県水産試験場

主任研究員 山本 昌幸
1980年代から陸域からの栄養塩は行政政策
により減少し，海はきれいになってきたが，
漁獲量も減少傾向が見られます．栄養塩の減
少が，植物プランクトン等に影響して漁獲量
も減ってきているのではないかという意見も
あります．しかし，栄養塩から漁獲物に至る
までには，複雑な生態系があり，単純に栄養
塩が減ったので漁獲量が減少したのか正確に
調べる必要があるため，食物網調査と安定同
位体分析結果をもとにした生態系モデルの構
築を行い，1980年代と現在の生態系がどのよ
うに変化したのか解析を行いました．
小課題3「浅場機能回復を目指した緩傾斜護
岸および環境配慮型直立海岸構造物の機能評
価に関する研究」
公募研究テーマ「浅場機能回復を目指した緩

傾斜護岸および環境配慮型直立海岸構造物の
機能評価に関する研究」
発表：徳島大学大学院理工学研究部

教授 上月 康則
瀬戸内海では，多くの藻場や干潟が埋め立

てにより消失し，海岸線もその多くが直立の
海岸構造物となり，浅場機能が低下していま
す．水質が改善しても，豊かな海へと回復し
ないことの一因には浅場の機能が不足してい
るとも言われています．しかし，藻場干潟と
いった浅場の復元・再生を実施できる場所は
限られており，現在の構造物に浅場の機能を
付与し，高めるといった対処も必要と思われ
ます．今回の研究で，構造物の形状を複雑に
すると，様々な生物がそこを利用し，食物網
が形成されることが分かりました．また環境
の悪化する場では，小規模なものでも多くの
生物に利用されていました．今後，生物の利
用に応じた材料を検討，実験することで，直
立護岸にも効果的な浅場機能を付与すること
もできると思います．
○総評，閉会あいさつ
研究会議副理事長の多田邦尚氏より総評，

閉会あいさつが行われました．現在，瀬戸内
海では栄養塩濃度が低下し，漁獲量が減少し
ています．しかし，栄養塩濃度低下の原因と，
今回の発表にありましたように，栄養塩濃度
低下と漁獲量減少の関係も，未だよくわかっ
ていません．これから，まだ調査研究を続け
てゆく必要があります．これまで瀬戸内海は
1つという考えで対策が進んできましたが，
瀬戸内法が改正され，地域の特性を考慮して
地域会議で考えた対策を講じていくこととさ
れました．このような状況の中，研究会議が
地域行政に提言を行い，刺激を与えていくと
いうのが大変重要ではないかと考えていま
す．また本ワークショップでご意見いただい
た内容，質問，議論を考慮させていただき，
報告書をとりまとめ，今年度末に瀬戸内海環
境保全知事・市長会議へ提出します．
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（公財）国際エメックスセンターでは，第
11 回 世 界 閉 鎖 性 海 域 環 境 保 全 会 議
（EMECS11）を，ロシア連邦・サンクトペテ
ルブルクにおいて，2016年8月22日から27日
まで6日間にわたり，ロシア科学アカデミー
世界海洋ワーキンググループ（Sea Coasts）
とのジョイント会議として開催しました．
会議は，「変動する世界における沿岸域・コ
ミュニティのリスクマネジメント」をテーマ
としており，世界22カ国から306名の研究者
などが参加しました．
日本からは金澤和夫兵庫県副知事，鈴木基
之国際エメックスセンター会長，兵庫県議会
の訪問団（団長：藤本百男副議長）をはじめ，
閉鎖性海域の環境に関する研究者など約80名
が参加しました．会議では，開会式及び全体
セッションに引き続き，「ICMと里海特別セッ
ション」や3会場に分かれての分科会，「青少
年環境教育交流（SSP）セッション」が行わ
れ，130の口頭発表と116のポスター発表が行
われました．
閉会式においては，「サンクトペテルブル
ク宣言」と「青少年環境教育（SSP）宣言」が
採択されるとともに，次回の第12回エメック
ス会議が2018年にタイ王国・パタヤで開催さ
れることがアナウンスされました．

この他，8月25日午後には，サンクトペテ
ルブルク市内ツアーが，また，最終日の8月
27日には洪水防御ダムなどを見学するテクニ
カルツアーが開催されました．
□会議名称
EMECS11－Sea Coasts XXVI

□テーマ
変動する世界における沿岸域・コミュニ
ティのリスクマネジメント

□開催期間
2016年8月22日（月）～27日（土）

□開催場所
ロシア連邦・サンクトペテルブルク

□メイン会場
アジムットホテル

□主催
公益財団法人国際エメックスセンター
ロシア科学アカデミー世界海洋ワーキン
ググループ（Sea Coasts）

□現地事務局
ロシア国立水文気象大学
A.P.カルピンスキーロシア地質調査研究
所
ロシア科学アカデミーP.P.シルショフ海
洋学研究所

― 76 ―

第11回世界閉鎖性海域環境保全会議（EMECS11）の結果報告

公益財団法人国際エメックスセンター

（EMECS11－SeaCoastsXXVI開会セッションでの全体写真）



■開会式
開会式は，8月23日（火）9時30分から，
主会場であるアジムットホテル2階の「アジ
ムットホール」において，現地組織委員会副
代表であるジョージ・ゴゴベリーゼ氏（ロシ
ア国立水文気象大学）の司会により開催され
ました．
まず，開催にあたって，イワン・セレブリ
スキー氏（サンクトペテルブルク市環境副委
員長），金澤和夫氏（兵庫県副知事），レオニッ
ト・ジンダレフ氏（ロシア科学アカデミー世
界海洋ワーキンググループ代表），ヴァレ
リー・ミハイエフ氏（ロシア国立水文気象大
学長）など，ロシア・日本双方の関係者7名
による挨拶が行われました．
最後に，事務局のアレクサンドラ・エルショ
ワ氏（ロシア国立水文気象大学）から，今回
の会議の全体説明が行われました．

■開会セッション
開会式の後，10時20分から同会場において，
渡邉正孝氏（国際エメックスセンター科学・
政策委員長）の司会により全体セッションが
行われました．
全体セッションでは，アンドレイ・ザツェー
ピン氏（P.P. シルショフ海洋学研究所），鈴木
基之氏（国際エメックスセンター会長），エ
ヴァンゲロス・パパサナシオ氏（ギリシャ海
洋研究センター）の基調講演が行われました．
基調講演の終了後，参加者全員によるフォ
トセッション（記念撮影）が行われました．

■口頭発表（分科会）
口頭発表は，8月23日（火）から26日（金）

まで，アジムットホテル，及び，ロシア国立
水文気象大学において，それぞれ3会場に分
かれ130の口頭発表が並行して行われました．

■ポスターセッション
ポスターセッションは8月24日（水）16時

から18時の間，アジムットホテル・アジムッ
トホールにおいて開催され，一般101件，
SSP15件の合計116件の発表がありました．
会場では，会議参加者と発表者の熱心な質

疑応答や意見交換が行われました．
また，8月25日（木）にルーベン・コシア

ン氏（P.P.シルショフ海洋学研究所）を委員
長とするベストポスター賞選考委員会が開催
され，一般6件，SSP3件の優秀ポスター賞
が選定されました．

■閉会セッション
8月26日（金）14時からは，今回の会議の
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締めくくりとしての全体セッションが，アジ
ムットホテル・アジムットホールで開かれ，
アンドレイ・ザツェーピン氏（P.P.シルショ
フ海洋学研究所）が座長となり，ウラジミー
ル・クドリャツェフ氏（ロシア国立水文気象
大学），陳中原氏（華東師範大学），松田治氏
（国際エメックスセンター副理事長）の講演
がありました．

■閉会式
閉会セッションの後，16時30分から閉会式
が開催され，渡邉正孝氏（国際エメックスセ
ンター科学・政策委員長）による会議総括が
行われ，今回の会議の成果などが報告される
とともに，開催関係者に対する謝辞が述べら
れました．
また，SSPセッション参加学生が分担して

「青少年環境教育交流宣言（SSP宣言）」が朗
読されると会場からはスタンディングオベー
ションで賛辞が送られました．
続いて，デイヴィッド・ネマジー氏（米国・
メリーランド大学）から「サンクトペテルブ
ルク宣言」が読み上げられ参加者全員で採択
されました．
最後に，ピアムサック・メナサウェイド氏

（タイ・チュラロンコン大学）から，第12回エ
メックス会議は2018年にタイ王国・パタヤで
開催される予定であることがアナウンスさ
れ，参加が呼びかけられました．
閉会式終了後には，ガラディナーが催され，
会議の成功を祝うとともに，次回のエメック
ス会議に向けて各国の参加者同士の交流が深
められました．

■テクニカルツアー
テクニカルツアーは会議最終日の8月27日

（土）に行われ，サンクトペテルブルク洪水防
御ダムやクロンシュタット市内を訪問しまし
た．
サンクトペテルブルク洪水防御ダムは，高

潮による洪水からサンクトペテルブルクを防
護するためバルト海沖に建設され，2011年8
月12日に竣工しました．
このダムは，Bronka（ロモノソフ）（南側）

からクロンシュタット（コトリン島）を通り，
ゴルスカヤ（北側）まで，全長25.4kmの橋を
兼ねたダムであり，水位上昇が4.55mまでな
らば，サンクトペテルブルクの街を防護する
ことが出来るとされています．
このダムは環境に配慮しており，フィンラ
ンド湾の水とネヴァ川の水とが往来できる場
所を数か所設けており，海底トンネル（全長1,
961m：海底部分1,189m）や垂直に移動する可
動橋により，船を通過させることが可能です．
また，テクニカルツアーでは海の大聖堂の

見学や，湾内を遊覧船で観光するなど，クロ
ンシュタット市内観光も行いました．
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公益社団法人瀬戸内海環境保全協会は，昭
和51（1976）年12月22日に設立総会が開かれ，
翌年の同52（1977）年1月25日に内閣総理大
臣の設立許可を受け，同1月27日，社団法人
瀬戸内海環境保全協会として発足しました．
その後，平成25年4月1日に公益法人化し，
現在の名称となり現在に至っています．28年
度が法人としての発足40周年を迎えることか
ら，設立40周年記念事業を行いました．

1．公益社団法人瀬戸内海環境保全協会ロゴ
マーク募集
設立40周年を迎え，これからの当協会のイ
メージを分かりやすく表したロゴマークを募
集．
募集期間：平成28年9月6日～10月7日
選定委員会の開催：平成28年10月12日
応募数：182作品

2．設立40周年記念式典
設立40周年記念事業のまとめとして，ロゴ

マークの表彰式と記念講演会を開催しまし
た．
当協会の井戸敏三会長の挨拶の後，来賓と

して環境省近畿地方環境事務所秀田智彦所長
より祝辞を賜りました．
表彰式の後，環境保全事業として取り組ん

でいる里海や海文化に関する講演会を行い，
神戸港沖のクルージングで，瀬戸内海の見学
を行い，成功裡に式典を終了しました．

日時：平成28年11月2日（水）
場所：神戸メリケンパークオリエンタルホテル
参加人数：116名
講演1：瀬戸内海と里海資本論

ＮＨＫエンタープライズ
エグゼクティブ・プロデューサー
井上恭介 氏

講演2：瀬戸内海の海文化
（国研）水産研究・教育機構
理事 水産大学校代表
鷲尾圭司 氏
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公益社団法人瀬戸内海環境保全協会

井戸会長 挨拶

最優秀賞 神保米雄

優秀賞 石渡 歩 優秀賞 星野鉄兵
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